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ٴࣝのීۭߤの҆શ֬อʹͭͱΊۭߤ、ΛਤΓ্ज़のٕۭߤ」ఆΊΒΕͨ௨Γʹಈのతは、ఆ׆ୡのࢲ �̍
ͱॾൠのௐࠪڀݚΛ͍ߦ、ͬͯզ͕ۭߤࠃの݈શͳൃలΛଅਐすΔ」͜ͱですɻ

、ୡはࢲ �̎ ఆのతΛ౿ま͑、 কདྷの͋Δ͖࢟ͱしͯ「҆શで୭͔Β৴པ͞Ε、 Ѫ͞ΕΔۭߤΛ࣮ݱすΔ」
ͱ͍͏ϏジϣϯΛඳ͍͍ͯますɻ

ますɻ͖ߦಈしͯ׆ͯ͛ܝʹࢦຊతجΛهୡは、తɾϏジϣϯΛୡすΔͨΊʹԼࢲ �̏

（1） 航空の安全文化を構築する。（組織と個人が安全を最優先する気風や習慣を育て、社会全体で安全意識を
　　 高めて行くこと）
（2） 地球環境と航空の発展との調和を図る。
（3） 航空に携わるもの同士が心を通わせ共存共栄を図る。

ʰެӹࣾஂ๏ਓ�ຊૢػۭߤॎڠ࢜ձͷΊ͟͢ͷʱ

　平成26年度は公益法人3年目となり、この基盤の上に公益目的事業を推進、発展させ、安定化を目指す時期と考え
ております。そこで、協会の目的・ビジョンを達成するために掲げている基本的指針を大切にして、これまで積み上
げてきた航空安全事業や普及啓蒙事業を更に強化、発展させると共に、新たに会員の英知を集めて我々パイロットが
集う協会に相応しい公益目的事業を創出し、積極的に展開していく年として次の3点を重点目標に掲げて取り組んで
参ります。

ୈظ��ॏࡦࢪ

基幹公益目的事業の創出及び推進
各種セミナー・シンポジウム等への支援強化
委員会・支部活動の活性化
特定操縦技能審査の実施体制の整備

̍ɽ公ӹ๏ਓͱしͯの公ӹతۀࣄのग़ٴͼਪਐ

本部・支部・事務局の組織・運営体制の再整備
ITを駆使した会員管理体制の合理化及び近代化
規定類の更なる整備
通常総会運営体制の整備

̎ɽ公ӹ๏ਓͱしͯの「ҙࣝվֵ」ΛؚΉ、৫ӡӦ体੍のཱ֬

新規会員の獲得及びサービスの拡充
事業運営体制におけるコストの適正化

̏ɽ会һαーϏεの֦ॆٴͼࡒ体࣭の҆ఆԽ
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日本航空機操縦士協会について詳しくはホームページへ
www.japa.or.jp

航空の安全、そして未来のパイロットのために
JAPAのフィールドは広がりつづけます。

操縦士協会は現在6,400名を超える会員が所属しており、

エアライン、航空事業会社、官公庁そして自家用操縦士等の

会員により構成されております。

「航空技術の向上を図り、航空の安全確保につとめ航空知識の普及と

諸般の調査研究を行い、もって我が国航空の健全な発展を促進する

（定款第3条）」ことを目的として活動しています。

Collaboration
航空に携わるもの同士が心を通わせ共存共栄を図る

Ecology
地球環境と航空の発展との調和を図る

JAPA ࡧ ݕ

Learning
航空の安全文化を構築する（組織と個人が安全を最優先する
気風や習慣を育て、社会全体で安全意識を高めて行くこと）

ʲ ೖ会のご案内 ʳ
2ɽJAPAは誰でも入会できるの？　
"ɽ航空従事者技能証明書が無くても入会できます！

2ɽ会費と特典は？
"ɽ正会員・個人賛助会員A （18,000円）
　　個人賛助会員B （  6,000円）
　　法人賛助会員   （50,000円）

ਖ਼会һ
航空従事者技能証明を

お持ちの方

#ॿ会һࢍਓݸ
航空に興味のある若年層や
セミナーに参加したい方

๏ਓࢍॿ会һ
協会を支えて頂ける法人、

団体の皆様

"ॿ会һࢍਓݸ
航空従事者技能証明は無い
が委員会にも参加したい方

ձһಛయͳͲϗʔϜϖʔδʹͯ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ʂ

https://www.japa.or.jp/annai.html


ձɹ৽ͷ͝ѫࡰ��

ಛूߓۭ
神戸空港
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第 3回「現場における安全文化の構築」
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法人賛助会員紹介・福利厚生施設紹介／表彰式典報告・委員会紹介（航空気象委員会）

第 9回（平成 26年度）航空気象シンポジウム開催報告

横田フライトトレーニングセンター（374FSS/FSCA部隊）施設見学会・海上自衛隊護衛艦見学会

HELLO！!　KADENA Airforce base・電子航法研究所研修・2014 スカイスクエア

JAPA 航空 ECO 川柳コンテスト
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（JAPAは何処に向かっているのか！）
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新年໌けましておめでとうご͟います。
皆さまにはྑき新年をお迎えになられたこととおܚび申し上げ

ます。
し参加ご協力をଷきましたすての会ࡍ年中の協会活動にچ

員、ؔ者の皆さまにްく御礼申し上げますとともに、年年࢝
にもٳみなく運ߤにै事された会員の皆さま、空の҆全を支えて
Լさいました多くの皆さまにਂく感ँ申し上げます。

に見われました。そ年は、日本列島各地が多くのࣗ然災ࡢ
の中でも 8 月の߽Ӎによる広島ࢢの࠭災9、 月の御ባࢁՐ
では多くのଚい໋がࣦわれました。٘ਜ਼になられた皆様の御້福
をおفりします。ຢ、11 月には野ݝ部で大きな地震がൃੜ、
多くの家が壊するなど被はਙ大でしたが、こうしたঢ়況に
あっても٘ਜ਼者がແかったことは、地Ҭॅຽの日ࠒからの災意
ࣝの高さがあったと評Ձされています。今ౙの大ઇ被等をみて
もࣗ然のڴҖへのඋえ、多֯తなة機ཧの大切さを௧感させら
れました。

国ࡍతには 3 月のロシアによるクリミϠ島ซ߹、ウクライ
ナ東部でのฆ૪、աܹテロूஂイスラϜ国಄によるෆ๏行ҝ、
戦ಆはੈքをרき込Ήෆ҆ఆなঢ়ଶとなっており日本もແؔで
はありません。またアフリカでൃੜしطに 7200 名Ҏ上のࢮ者を
出しているエϘラ出݂熱は、国ߤࡍ空ަ௨の広ҬԽによりੈք
のԿॲでも時間で感છのڴҖにമされるڪれがあり、ਝな
Ӹ体制がٻめられています。

空քでは、3ߤ 月 8 日、クアラルンプールൃ、ژ行きのϚレ
ーシアߤ空 370 ศがϚレー島をれタイランド上空で制
機ؔとのަ৴を最後にະͩにそのܽยもൃ見されない、情ใの
ൃ達した現ではߟえられないようなミステリアスな事݅がൃੜ
しました。現ࡏも、南インド༸の広いւҬのࡧがଓけられてい
ますがʜෆՄղです。

そして 7 月 18 日にはアϜステルμϜൃ、クアラルンプール行
きのϚレーシアߤ空 17 ศがウクライナ東部国ڥ付ۙのなんら制
中に、Կ者かがൃࣹしたミサイルでߤ空࿏を८ߤされていないݶ
ܸされるੈքを震Ꭵさせた௧ましい事݅がىこってしまいまし
た。また、ࡢ年 28 日、悪天ީの中でエアアジアམ事ނはه
Աに新しいものです。

国内の運ߤは֓ねฏԺでしたが、3 月 � 日、Ѫ知ݝ๛ాࢢで
7'3 খࣗܕ家用機のམࢮ事11、ނ 月 16 日にはখࣗܕ家用
機がभ空港ண陸時にコンクリートนにিಥする事ނ等がൃੜ
しています。

年のࡢ 4 月から本運用になりました「ಛఆ操縦ٕ৹ࠪ制度」、
7 月より࢝まった「ߤ空҆全情ใࣗൃใࠂ制度 < 7O*CE4 >」が
事ނのࢭに寄༩することをئってࢭみません。

当協会が全国各地で実ࢪしている「ߤ空҆全ߨश会」をडߨし
ていればಛఆ操縦ٕ৹ࠪの一部໔আがडけられますし、国ަ
௨লߤ空ہレϕル̏ೝఆ（飛行機）をडけた当協会の̛̩̙でも

ಛఆ操縦ٕ৹ࠪをड৹することがՄです。
こうした中、日本のߤ空࢈業にとって໌るい話がありまし

た。10 月 18 日にロールアウトしたখܕジェットཱྀ客機「̢̧̟」
は「̨̮̍̍」Ҏ来 �0 年Ϳりの国ཱྀ࢈客機で、ٱ々にظされ
る国をڍげてのプロジェクトとなりました。「̢̧̟」の初飛行
は今年の̑月Լ०、໌ূࣜܕの取ಘは 2017 年上ظを༧ఆしてい
るとのことですから「̨̮̍̍」ಉ様、2020 年の東ژオリンϐ
ックでのՐ༌ૹも༗りそうで楽しみです。

ところで、ࡢ年はパイロットෆによる̡̘̘の運ٳがありま
した。̡̘̘のٸな成は機の手当がつかͣ運ٳにࢸったわ
けです。ຢ、アジアではߤ空ަ௨のܹٸな֦大によりパイロット
のध要はますます૿大しており、ཆ成に時間と多大な費用を必要
とする日本人パイロットをԿに֬อして行くのか՝になって
きています。日本人パイロットの年ྸߏ成をみると 2030 年ࠒに
は大ྔୀ৬者のൃੜが見込まれており、今後のध要の৳びもྀߟ
すれば年間で約 200 から 300 人のཆ成が必要とのࢉࢼもあり、
におけるとりまとめ「ಉখ委員会߹౼ݕ等ࡦ乗員」年̓月のࡢ
をडけて、ରࡦを協ٞする会ٞ体がൃしٞが開࢝されました。

ظతなରࡦとしては 6� Ҏ上の加ྸ乗員活用のՄੑ、外ࡀ
国人パイロットの݅等の見直し、ࣗӴୂパイロットの活用等が
上げられており、2030 年問を見ਾえた中ظతなରࡦについ
ては、当協会が事ہとなった「ߤ空機操縦࢜ཆ成࿈བྷ協ٞ会」
がىちあがり、ֶ費負୲ܰݮϫーキンググループ、ٕྔ上ϫー
キンググループ、野֦大の̏ϫーキンググループによるݕ౼が
開࢝されています。

このような中で、当協会はࡢ年 6 月の௨ৗ総会でબ出された
11 名の新ཧ事をؚΉ 2� 名のཧ事、2 名の事そして事ہが
一ؙとなり、前ظ役員体制が力しਪਐされてきたެӹ社ஂ๏人
としてのج൫උのもと、ެӹ目త事業をਪਐしൃలさせること
により、協会の目తであるߤ空の҆全֬อや、҆全で৴པされѪ
されるߤ空を実現するというϏジョンを達成するために活動をଓ
けているところですが、これも会員のごཧղとご協力があってこ
そなしಘるものであり、皆さまのੵۃతな参加をおئいする࣍ୈ
です。

新体制となって 6 ϲ月が経աしましたが、業ࣥ行ঢ়況につ
きましてはฏ成 26 年度の事業ܭ画にଇり、三のॏ߲目（ެ
ӹ目త事業の出ٴびਪਐ、「意ࣝվֵ」をؚΉ৫運Ӧ体制の
֬立、会員サーϏスの֦ॆٴびࡒ体質の҆ఆԽ）にԊってその
۩現Խにめ、֓ねܭ画௨りਪҠしております。また新ن会員も
ண実に૿加しており皆さまからお預かりしたوॏな会費をもと
に、ߤ空քの҆全とߋなるൃలにݙߩして行くॴଘです。

最後になりますが、新しき年が皆さまにとって希望にҲれたྑ
き年になりますように、そしてߤ空քが҆全で活力にຬちҲれた
年でありますようにف೦して新年のѫࡰとさせていたͩきます。

新年のご挨拶
会 　下枝　堯
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ฏ成 27 年の新य़を迎えるにあたり、一ݴごѫࡰ申し上げます。
年ࡢ 1 年を振りฦりますと、ߤ空分野においてもさま͟まな出

来事がご͟いましたが、大きな事ނもແくߤ空の҆全がकられたこ
とは、ߤ空にܞわる皆様の日々の力のࣀであり、վめてؔ者の
皆様に感ँ申し上げます。

զが国においては、ฏ成 20 年をϐークに人ݮޱগのہ面にೖっ
ています。ࡢ年には、今後 896 の࣏ࣗ体が「ফ໓Մੑࢢ」に
なるとのਪܭが目をूめるなど、この問が広くೝࣝされ、
として、�0 年後に 1 ԯ人ఔ度の人ޱをҡ持することを目ࢦすこと
となりました。このようなঢ়況において、զが国が持ଓՄな成
を果たすためには、アジアを࢝めੈքの成を取り込Ήことがॏ要
であり、国内外のަྲྀ人ޱの૿大を௨じた地Ҭ活ੑԽがෆՄܽとい
えます。

ಛに、ࡢ年は๚日外国人ཱྀ行者が 1300 ສ人を超えてաڈ最
高となったところであり、� 年後の 2020 年にけて、2000 ສ人
の高みを全体として目ࢦしているところです。また、2020 年
オリンϐック・パラリンϐック東ژ大会を成ޭにಋくとともに、ಉ
大会をܖ機としてそのઌのੈへとडけܧがれるようなҨ࢈をし
ていくことがॏ要です。

運Ӧࡒࡁ空は、国内外のަྲྀの最前ઢを୲うことから、「経ߤ
とվֵのج本ํ 2014」や「「日本࠶興戦ུ」վగ 2014」等の
ํにおいても、ߤ空への強いظが盛り込まれています。ࡢ年
6 月のަ௨ࡦ৹ٞ会ߤ空分Պ会ج本ࡦ部会とりまとめもಉ様の
ೝࣝにͮجくものであり、ᶃߤ空ωットϫークのߏஙのための強ݻ
なج൫ͮくり、ᶄॆ実したߤ空ωットϫークのߏஙとध要の開、
ᶅ質の高いߤ空・空港サーϏスのఏ供の三本பについて、中ظత
に目ࢦすきํੑをࣔしていたͩきました。今後、ߤ空࢈業とߤ
空行が一ؙとなって、これを۩体Խしていく時ظに来ています。

まͣは、1 つ目のபである「ߤ空ωットϫークのߏஙのための強
の大きな取の一つとして、टہ空ߤ、൫ͮくり」ですがجなݻ
空港の機強Խがあり、ฏ成ݍ 26 年度中のӋా・成ా྆空港の߹
年間ൃணのܭ 7� ສ回Խを最༏ઌ՝としてண実に実ࢪしている
ところです。

Ӌా空港については、国ࡍઢཱྀ客ターミナルϏルの֦張やߤ空
制業実ࢪ体制のॆ実等により、ࡢ年 3 月に国ࡍઢを 3 ສ回
૿しました。これによりアジアڑやԤถをؚΉ高ध要・Ϗジ
ωス࿏ઢを 24 時間ల開しております。また、ࡢ年 12 月 11 日に̘
内トンωルのඋࡍ、走࿏Ԇ৳部分が供用されました。引きଓき
をਐめ、国ࡍ・国内乗ܧ機の強Խをਤります。

成ా空港については、ฏ成 26 年度中に̡̘̘ઐ用ターミナルを
උし、年間ൃண 30 ສ回Խを実現します。なお、本年 4 月 8 日
にその供用を開࢝する༧ఆです。

また、7� ສ回Խ達成Ҏ߱においても、टݍの国ڝࡍ૪力の強Խ、
地ํへのੈքの成力のٴ、๚日外国人ཱྀ行者 2000 ສ人の
目ඪや 2020 年オリンϐック・パラリンϐック東ژ大会へのສ全な
ରԠのため、टݍ空港のߋなる機強Խにけた取もਐめてい
るところです。۩体తには、ࡢ年 7 月に「टݍ空港機強Խٕज़
走࿏運用・飛行経࿏খ委員会」において、Ӌా空港における౼ݕ

の見直しや成ా空港における制運用の高度Խ等の機強Խํࡦに
年ࡢ、がとりまとめられました。これをもとにࢶるٕज़తなબ
8 月には、「टݍ空港機強Խの۩体Խにけた協ٞ会」をઃஔし、
、しました。引きଓき࢝者と協ٞを開空会社等のؔߤ体や࣏ࣗؔ
टݍ空港のߋなる機強Խの۩体Խにけ、ਫ਼力తにؔ者と協
ٞをਐめてまいります。

空港経Ӧվֵについては、現ࡏ、ઋ空港において、ٶݝを
はじめとするؔ者と調しつつ、ެ共ࢪઃ等運Ӧݖ制度（コンセ
ッション）を活用したຽ間への運Ӧ委ୗの実ࢪにけた手ଓをਐめ
ているところです。ࡢ年 12 月より༏ઌަবݖ者のબఆプロセスを
開࢝したところであり、ฏ成 28 年य़ࠒの運Ӧ委ୗ開࢝を目ࢦしま
す。また、そのほかにもさま͟まな空港において、ຽ間への運Ӧ
委ୗによる空港の活ੑԽํࡦについてݕ౼が行われているところで
す。ߤ空ہとしては、ຽ活空港運Ӧ๏を活用し、地Ҭの実情にԠじ、
ຽ間の知ܙとࢿ金の活用やߤ空ܥ事業とඇߤ空ܥ事業の一体త経Ӧ
等を௨じて空港経Ӧվֵをਪਐし、地ݩと緊ີに࿈ܞ協力して、空
港を活用した内外のަྲྀ人֦ޱ大等による地Ҭ活ੑԽをਤってまい
ります。

年開港ࡢ、にߋ 20 प年・7� प年を迎えたؔ国ࡍ空港・大ࡕ
国ࡍ空港は、本年 7 月には新ؔ国ࡍ空港ࣜג会社が一体運用を開
し࢝ 4 年目を迎えます。この間、新会社は、ؔ国ࡍ空港において
空港においてはプロペࡍ国ࡕԽや՟ϋブ空港戦ུ、大ڌ̡̘̘
ラ機の૽Ի機ԽやターミナルϏルの一体運Ӧ・վम等を௨じ
て、྆空港の事業Ձの上にੵۃతに取りんでおります。新会
社は、このような取をഎ景に、ฏ成 27 年度中のコンセッション
による運Ӧ委ୗを目ࢦし、ࡢ年 7 月の実ํࢪのࡦఆ・ެ表、11
月の募ू要߲等の布開࢝等、ண実に४උをਐめており、ߤ空ہと
いたしましても、引きଓきؔ者と協力して取りんでまいります。

一ൠ空港等については、ಹ空港において、ߋなるԭೄ振興を
ਤるため、ࡢ年 1 月、走࿏૿ઃ事業にண手したところです。オリ
ンϐック・パラリンϐック東ژ大会が開催されるฏ成 32 年 3 月
の供用開࢝を目ࢦし、引きଓき本事業をਪਐしてまいります。また、
福Ԭ空港については、ϐーク時にຫੑతにൃੜしているߤ空機のࠞ
評Ձの手ଓを引きଓڹӨڥる走࿏૿ઃに、をղফするためࡶ
き実ࢪするとともに、その事業Խについては、福Ԭ空港における空
港経Ӧվֵ（コンセッション等）を౿まえたద切なݯࡒの֬อを前
ఏとし、ฏ成 27 年度༧ࢉฤ成の中でద切にରԠしてまいります。
加えて、ターミナル地Ҭ࠶ฤ事業をண実に実ࢪし、空港のརศੑ
上等をਤってまいります。

一ํ、ߤ空制については、ߤ空ަ௨の҆全ੑを最༏ઌとしつつ、
空࿏制ߤ、しࢦなる効Խ等を目ߋ上と空ަ௨のॲཧ力のߤ
空Ҭを上Լに分する国内空Ҭのൈ本తな࠶ฤにண手します。ซせ
て、౷߹制情ใॲཧシステϜのඋにより、バックアップ機の
強Խ等をਤることとしております。

զが国のߤ空業քにおいては、パイロット等のෆへのରԠが
ॏ要な՝となっております。ಛに、̡̘̘等のߤ空会社は、ٸ
な事業֦大等により、ظతなパイロットෆに直面しており、ࡢ
年、ఆ外のපܽ等によりݮศやܽߤがൃੜしたことで、パイロッ

ฏ 2�  � 月 � 日
　田村 明比古ہަ௨ল航空ࠃ
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トෆが社会తにも目をूめることとなりました。また、今後の
空業քにおける中ߤ空ध要の૿大や大ྔୀ৬等にい、զが国ߤ
೦されております。さらに、උݒతなパイロットෆのൃੜもظ
తなෆظత、中ظ空ध要の૿大等にい、ߤ、についても࢜
へのରԠが՝となっております。

こうしたঢ়況を౿まえ、ج本ࡦ部会ٴびٕज़・҆全部会のԼ
にઃஔされた、「乗員ࡦ等ݕ౼߹ಉখ委員会」において、パイロ
ット、උ࢜・ٕज़者のཆ成・֬อにるํࡦのݕ౼がਐめら
れ、ࡢ年 7 月にとりまとめが行われました。その中で、ظతなパ
イロットෆへのରࡦとしては、ଈ戦力となるパイロットの֬อを
ਤることとされており、طに、ࣗӴୂ操縦࢜の活用等のظతなର
ࡦతなパイロットෆへのରظにண手しております。また、中ࡦ
としては、ए手パイロットの供֦څ大をਤるく、ࣗ 社ཆ成のଅਐ、
私立大ֶ等のຽ間ཆ成機ؔの供څ力֦ॆ、ߤ空大ֶߍのさらなる
活用等のରࡦがڍげられており、ࡢ年 8 月にઃஔされた「ߤ空機操
縦࢜ཆ成࿈བྷ協ٞ会」、「ߤ空機උ࢜・ٕज़者ཆ成࿈བྷ協ٞ会」
等の場を活用してؔ者と࿈ܞしつつ、۩体తな内༰等のݕ౼・実
。に取りんでまいりますٸにૣࢪ

部会とりまとめのࡦ本ج、に࣍ 2 つ目のபである「ॆ実した
ஙとध要の開」にؔ࿈する取をご紹介しߏ空ωットϫークのߤ
たいとࢥいます。

まͣ国ߤࡍ空分野ですが、オープンスカイのਪਐについては、
・り、日ࢸ空協ఆの実質߹意にߤ年は、カンϘジア・ラオスとの間でࡢ
A4EA/ 間での協ٞも開࢝されました。今年に༧ఆされる A4EA/
の୯一ߤ空ࢢ場Խも೦಄に、地Ҭߤ空協ఆのక݁を目ࢦし、協ٞを
ਐめてまいります。今後も、զが国とのԟ来の૿加が見込まれる国・
地Ҭとのオープンスカイをさらに֦大してまいります。

これまでࡏݦԽしなかったߤ空ध要の開という؍からは、
-CC はますますॏ要な役ׂを果たすことがظされます。ฏ成 24
年に本̡̘̘がबߤを開࢝してҎ߱、̡̘̘のཱྀ客は年々૿加
しており、現ࡏは国内ઢཱྀ客の -CC シェアは約 8ˋとなっていま
す。人ݮޱগにより৳びみが༧ଌされる国内ߤ空ࢢ場では、-CC
の運の新たなߤ空サーϏスにより、これまでࡏݦԽしなかった
ཱྀ客ध要の出効果がظされます。ߤ空ہで実ࢪした -CC ཱྀ客
の実ଶ調ࠪでは、約 2 ׂのํが「-CC がなければཱྀ行していなか
った」と回答しており、新نध要を出しています。さらに、ޫ؍
ध要の۷りىこしにもݙߩがظされ、アジア地Ҭ等からの๚日ཱྀ
行を新たにىשし、๚日外国人客の૿加にも寄༩しています。

ではこれまで、-CCہ空ߤ ターミナル等のࢪઃඋなど、-CC
が参ೖしやすいڥඋに取りんでまいりました。引きଓき、ؔ
者のχーズをత֬に握しながら、-CC をؚめたߤ空会社がզ
が国のߤ空ࢢ場へ参ೖしやすいڥඋに取りんでまいります。

グローバルな企業活動のॏ要なπールであるϏジωスジェット
についても、現ߋ、ࡏなるར用ଅਐにけて取りんでおります。
年ࡢ 9 月にӋా空港の国ࡍઢཱྀ客ターミナル内にઐ用 C*2 ઃ等ࢪ
をඋえたϏジωスジェットઐ用動ઢがオープンしました。また、ಉ
月成ా空港に新たな空港内アクセスಓ࿏をඋし、Ϗジωスジェッ
トがར用Մなற機スϙットを૿ઃしました。これにより、ւ外か
らのϏジωスジェットによる๚日者の૿加などの効果がظされ
ます。

2020 年の東ژオリンϐック・パラリンϐックの開催ظ間中、こ
れまでの開催事ྫを見ると、多のϏジωスジェット機が飛来する
ことがఆされます。Ӌా・成ా྆空港はもとより、ଞ空港も活用
しながら、Ϗジωスジェットध要のडけೖれにສ全をظしていくよ
う、ݕ౼をਐめてまいります。

また、ߤ空インフラのւ外ల開もॏ要な՝です。ઃ 3 年目
となる「ߤ空インフラ国ࡍల開協ٞ会」を中心に、ߋに۩体తな成
果がಘられるよう、ຽ࿈ܞして取を実ࢪしてまいります。ࡢ年

は、զが国企業のւ外ਐ出ଅਐを目తとして、ଠా大ਉとզが国企
業によるモンゴルでのトップセールス、ࡔҪ前大ਉが参加し
たインドωシアでのセミナーなどを実ࢪし、実ࡍにいくつかの国で
Ҋ݅が動き࢝めています。本年も、Ҋ݅の上ྲྀஈ֊からੵۃతにؔ
༩していけるよう、フィリϐンにおいてຽが࿈ܞしたϏジωスセ
ミナーを実ࢪするとともに、これまでの活動によりܗ成されたւ外
プロジェクトを֬実な成果にܨげるよう取りんでまいります。

地ํߤ空ωットϫークの҆ఆతな֬อについては、ࡢ年「地ํ
ର࿏ઢにおいてध要ࡏ空࿏ઢ活ੑԽプログラϜ」をઃし、現ߤ
してࢪしています。そして、これまでも実ࢪけた取を実にىש
きたண陸ྉ・ߤ行援ॿࢪઃར用ྉやݻఆ࢈ࢿ੫のܰߤ、ݮ空機ߪೖ
費補ॿなど、島、そしてそのଞの݅ෆར地Ҭもؚめ、多様な支
援ࡦをパッέージにして引きଓきࡦࢪをߨじるとともに、空港とप
ล地Ҭとの調あるൃలをਤるため、必要な૽Իରࡦをはじめपล
。を行ってまいりますࡦରڥ

部会とりまとめのࡦ本ج 3 つ目のபである「質の高いߤ空・
空港サーϏスのఏ供」については、ಛに҆全なサーϏスのఏ供が、
るリスクをく҆全にרの全ての前ఏであり、ར用者を取りࡦࢪ
。められますٻするෆஅの取がݮ

空機ߤࠪを௨じ、引きଓき・తな৹ࠪܥ空会社にରする体ߤ
の運ٴߤびඋが҆全に実ࢪできる体制を֬อしていくことに加
え、これまでの、୯にنଇの९कをٻめる҆全ରͩࡦけでなく、事
前༧తな取も強Խする必要があるとߟえております。

国ཱྀ࢈客機開ൃプロジェクトについては、ࡢ年 10 月に行われた
̢̧̟のロールアウトࣜయにおいて飛行ࢼ験初߸機が൸࿐され、ฏ
成 27 年度ୈ一࢛ظの初飛行を目ࢦして開ൃがਐめられていると
ころです。国として、その҆全ੑを֬อするとともに、ண
実な開ൃがਤられるよう、໌ূࣜܕの৹ࠪ等をண実に実ࢪしてまい
ります。

また、現ࡏ飛行ࠪݕ機ڌであるӋా空港から中部空港へのҠ
సをฏ成 26 年度までに完ྃさせ、ฏ成 27 年度から中部国ࡍ空
港をڌとして飛行ࠪݕ業をண実にల開してまいります。さらに、
ٺԽした飛行ࠪݕ機をߋ新するとともに、より効తな飛行ࠪݕ
を実ࢪしてまいります。

事前༧తな取の強Խについては、ࡢ年 4 月からは、҆全ࢦ
ඪٴび҆全目ඪのઃఆをはじめとするߤ空҆全プログラϜ（44P）
の取を開࢝し、また、ࡢ年 7 月にはߤ空҆全情ใࣗൃใࠂ制度

（7O*CE4）をಋೖしました。これらのࡦࢪを௨じて、ߤ空会社の
みならͣ、制業ఏ供者や空港ཧ者等もؚめて、෯広いؔ者
がܧଓతに取りΉことで、トータルとしての҆全ੑの上や、事
前༧తな取の強Խをਤってまいります。

また、テロରࡦ等のߤ空อ҆ରࡦもますますॏ要になっていま
す。国ࡍຽ間ߤ空機ؔ（*CAO）の国جࡍ४にద߹したରࡦを実ࢪ
していくとともに、ར用者のརศੑにもྀした効తかつ効果త
なࡦࢪをਐめてまいります。

加えて、ࣗ然災のҖも度ॏなる中、空港の災・ݮ災ରࡦ
もしっかりと取りΉ必要があります。ߤ空༌ૹ上ॏ要な空港につ
きましては、ிࣷ・制ౝ等ٴび最ݶ必要となるج本ࢪઃ等の
震Խを実ࢪし、南ւトラフ地震等広Ҭత災をఆした空港ࢪઃの
災ରࡦのありํについてϋード・ιフト྆面からݕ౼をਐめると
ともに、空港ࢪઃのҡ持ཧ・ߋ新をண実に実ࢪしてまいります。

最後になりましたが、ߤ空ہといたしましては、ご紹介しまし
たとおり、ߤ空の҆全・҆心のための取をߋにॆ実・強Խし、よ
り一質の高いߤ空༌ૹサーϏスの実現を目ࢦし、෯広いࡦࢪに取
りんでまいるॴଘです。本年も引きଓき、ߤ空ؔ者の皆様のご
ཧղとご協力をおئいし、あわせて、日々のߤ空の҆全とൃలをف
。といたしますࡰいたしまして、年಄のѫئ



 ࣄ 紹 介
監　事
志鳥  學修

監　事
白石  豊樹

前ظにଓき事をめているࢤௗላमです。
ଂ工業大ֶ（現・東ژࢢ大ֶ）工ֶ部の教तとして܉උཧ・国ࡍฆ૪ཧを教えていました。
またত̑̓年よりฏ成̍̔年までߤ空ࣗӴୂװ部ֶװߍ部高ڃ՝ఔで܉උཧのࢣߨもめてお
りました。ถ国に客員ڀݚ員としてࡏしている間にࣗ家用操縦࢜のٕূ໌を取ಘし、日本では̐
人でパイパー PA�2835 を共ಉॴ༗し飛んでおります。
খࣗܕ家用機のパイロットとして最もهԱにるフライトは、ถ国ւ؛のサンディエゴから東ւ
のϘストンまで約̎ि間をかけてถ大陸をԟ復したことです。(A؛ 委員会の大島Ѹさんと一緒にフ
ライトしたࢥい出はれることができないૉらしい体験でした。ถ国のখさな空港にண陸しても
'#O	'JYFE #BTF OQFSBUPS 
 が様々なサーϏスをఏ供してくれてշదなフライトが楽しめます。そこ
ではパイロットやඋ員を目ࢦす多くのए者がੜきੜきとしてಇいており、ক来ライセンスを取ಘし
てエアラインなどにब৬していくそうです。ߤ空大国のϚンパϫーの野の広さを௧感した࣍ୈです。

会員の皆様、̎̌̍̑年もٓしくおئいします。私の๊負は、今の JAPA の運Ӧをҡ持していくこと、
現ࡏの՝をそのままडけࢭめて活動をਐめてΏくことです。高ྸԽ社会の౸来は、会員の年ྸߏ成
にめるシχアの૿加となって現れています。現役とシχアの帰ଐ意ࣝはさま͟まで、会員ϝリッ
トへのظ感、サークルతなຬ感に大ผできます。また、एい人はしく、̤̗には時間の༨༟が
あるのも事実です。でもこのことは、今࢝まった༁ではありません。ߤ空の݈全なൃలをئい、私た
ちの活動がখさなݗ引力を持つことはඍ力であっても大切です。力Ήことなく、ࣗ然体で事の役ׂ
を果たしたいとࢥいます。時間に༨༟のあるํないํ、事ॴでお会いしましΐう。

最ۙ国内を飛んでいると、զが国のߤ空分野とりわけখࣗܕ家用機をとりまくフΝンμϝンタルズがݫしさを૿しつつあるこ
とを実感しております。ߤ空をめ͟すएい人々が飛びやすいڥをඋすることがͥͻٻめられます。ߤ空分野とりわけパイ
ロットをめ͟す੨গ年が૿大することは、զが国のߤ空分野のক来にとって必ਢの݅になります。ੈքୈ三Ґの経ࡁ大国で
ある日本は、ੈքのߤ空大国として名༪ある地Ґを֫ಘするにはԿをしなければならないか皆様と共に力していきたいとߟ
えております。今後とも事としてはࡒج൫の強Խ・৫の効Խにগしでもݙߩできるようؤ張りたいとࢥっております。
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支部長紹介

北海道支部長
大関  春樹

ւಓ支部はฏ成̏年にൃし、
Ҏ来 1� 年間 A/, O# のՖాࢯが
支部をめておられましたが、ฏ
成 18 年からバトンを引き͗ܧւ
ಓ支部にबいております。ߤ空経
歴は、ߤ空ࣗӴୂ約 19 年、ࡳຈࢢ
ফہ約 23 年ですが、ฏ成 26 年̏
月にఆ年ୀ৬し、現ࡏは JAPA の活
動にઐ೦Մな۰ڥとなっておりま
す。ඍ力ではありますが JAPA と
ւಓ支部のൃలにけ力したいと
いいئっております。よろしくおࢥ
たします。

東日本支部長
石井  清

日本ߤ空機操縦࢜協会東日本支部
会員の皆様こんにちは。

ฏૉは、日本ߤ空機操縦࢜協会 東
日本支部の活動に多大なる、ごཧղ
ご協力を頂きに༗り難う御࠲いま
す。

զ々̜̖を取りרくڥは、ߤ空
ަ௨の૿大、空Ҭの、ن制の強
Խ等ݫしいものがあります。これら
の問をݸ人や会社でղܾすること
はඇৗにࠔ難でありますが、̜̖共
௨の問としてଊえ、গしでもղܾ
出来るよう操縦࢜協会一ؙとなって

九州支部長
今針山  慎一

ฏ成 18 年からभ支部をめさ
せていたͩいております、今ࢁと
申します。

福Ԭ空港において、ヘリコプター
のパイロットとしてۈしています。

日ࠒからभ支部の活動にごཧղ、
ご協力をいたͩきにありがとうご
͟います。

भ支部では、操縦࢜のឺを広め、
ਂめることによりߤ空҆全に寄༩す
るとともに、そのឺを操縦࢜Ҏ外の
ํ々にも広げることによりߤ空のັ
力を伝え、ߤ空のൃలにܨげるく

活動しております。
今年もいろんなイϕントをごҊ内したいとࢥいますので、

ੋඇご参加いたͩきますようよろしくおئい致します。
皆様にお会いできる日を楽しみにしています。

沖縄支部長
簡牛  晋

皆様こんにちは。ԭೄ支部支部
の؆ڇです。

私は日本トランスオーシャンߤ空
で #737 の機をしております。

ԭೄ支部では、҆全ߨश会や機
ཆ成ߨश会をはじめ、ถج܉地やಹ
制ౝなどのݚम見ֶ会を開催し
ております。今年度は、ԭೄのを
ӽえ、東ژ三ୋにある JA9A の見ֶ
会を開催しました。今後の活動では、
ઌ島ॾ島でのߤ空教室や、シミュレ
ーターの体験搭乗会等もݕ౼してお
ります。支部活動は、ಛにएいํを

中心に行っております。
ԭೄ支部では、支部活動を௨して、ߤ空のൃలとੈ࣍ߤ

空ै事者のҭ成、地Ҭݙߩを目ࢦしております。皆様の支部
活動へのご協力おئい申し上げます。

中部支部長
奥本  進介

はじめまして、中部支部のԞ本
ਐ介です。

ීஈは名ݹ空港にある事業会社
でヘリコプターに乗しております。

中部支部は名ݹ空港のಛ৭をੜ
かし、事業会社、ߤ空機ϝーカー、
で෯広い৬छ࠼ி、ࣗ家用と多ެ
の操縦࢜でߏ成されています。

活動は҆全ܒ、知ࣝ上を目త
とした年回のセミナー、中部地ํ
の制機ؔとのަྲྀ会の開催に加え、
地Ҭのֶੜをରにしたߤ空教室な
どを開催しております。

これからもॴଐや業छを超えて、ߤ空҆全のҝ、地ಓに活
動していきたいとߟえております。

操縦࢜協会は会員の皆様に支えられて活動しております。
これからもߤ空の҆全目ࢦし皆様のご協力よろしくおئい致
します。

西日本支部長
植野  廣園

空飛Ϳシーラカンスとݺばれてૣ 10
年の২野です。ࡢ年より日本支部を預
かっています。

(A2� 年、エアライン 2� 年、JAPA
会員 47 年で現ࡏはώラタֶԂで 7 छྨ
の飛行機に乗って 	 乗せられてʁ 
 いま
すが、೦ながらߤ空行はエアライ
ンを中心に動いている様子を実感しまし
た。どのパイロットも最初はখܕ機から
めています。そのఈลがऑくなったら࢝
ภったߤ空業քになるとࢥい、エアライ
ンٴびখܕ機でഓった知ࣝとٕज़をগし
でも҆全運ߤに役立てたいとࢥい支部

を引きडけました。4)E-- モデルの -、- をコミュχέーションと
νーϜϫークで日本支部もؤ張ります。

活動して参りたいとࢥっております。
これからも、さらなるごࢦಋごฬᎪのほどよろしくおئい

申し上げます。
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201� 年を迎え、�0 空ߤのൃੜ݅はނ者をう事ࢮ年はࡢ。体制がൃしてからૣ̔ϲ月がա͗ようとしていますظ
史上最খの 7 ݅（2013 年は 1� ݅）をهしました。しかし 3 月 8 日に乗客乗員 239 人とともにܗもなく࢟をফした
.)370 ศ、加えて̓月̍̓日からわͣか̍̌日ほどの間にϚレーシアߤ空機のܸ、トランスアジアߤ空ظのண陸
ࣦഊそしてアルジェリアߤ空機のམとߤ空機事ނが૬ࢮ、͗࣍者はࡢ年の 224 人から૿ٸし、աڈ 4 年間で最高の
762 人に上りました。

1946 年Ҏ߱、ߤ空事ނの年間ฏൃۉੜ݅は 32 ݅であり、全飛行回がඦສ回、ཱྀ客機の乗客はの十ԯ人に
達する中、ൃੜはඇৗにখさいとݴえます。一ํ、ຽ間ߤ空分野におけるࢮ事ൃނੜはԼをたどってきたも
ののۙ年はԼげࢭまりにあり、国ࡍຽ間ߤ空機ؔ（*CAO）では、今後、ߤ空機のൃண回の૿加にい、ߤ空事ނ
等のൃੜ݅は૿加するとਪܭしています。
また、「ඇৗに҆全な時ͩからこそམがىきるのはݶۃతでまれなঢ়況Լであるため、ಾがਂくিܸతな事ނとなる
がある」とする意見もあります。さらに、国家のみから外れたグループが高度に装Խする時において、ฆ
૪地Ҭ上空の飛行にؔするੑݥةも૿加してきます。そのためにリスク評Ձのみをূݕする取りみが今年 2 月の
*CAO 年࣍総会でൃ表される༧ఆです。

このようなෳࡶなঢ়況のԼでもߤ空の҆全は社会త使໋であることを今一度؊に໋じ、JAPA の活動を行っていきたい
とࢥっています。

˔ެӹ社ஂ๏人日本ߤ空機操縦࢜協会のめ͟すもの
パイロット̍ࢽページにࡌهされているとおり、JAPA の「め͟すもの」は໌֬にࣔされています。また、この「め͟

すもの」は総会を経て֬ೝされたものであり、JAPA 会員̒̐̌̌༨名の総意でもあります。ఆもこの「め͟すもの」
をج൫にฤࢊされており、JAPA 事業のࠜװであるとݴえます。

1� 　私達の活動の目తは、ఆにఆめられた௨り「ߤ空ٕज़の上をਤり、ߤ空の҆全֬อにつとめߤ空知ࣝのීٴ
　とॾൠの調ࠪڀݚを行い、もってզが国ߤ空の݈全なൃలをଅਐする」ことです。

2� 　私達は、ఆの目తを౿まえ、ক来のあるき࢟として「҆全で୭からも৴པされ、Ѫされるߤ空を実現する」
　というϏジョンをඳいています。

3� 　私達は、目త・Ϗジョンを達成するためにԼهをج本తࢦにܝげて活動して行きます。
をҭて、社会全体で҆全意ࣝを高めて׳༏ઌする気෩やश࠶人が҆全をݸஙする。（৫とߏ空の҆全จԽをߤ（̍）

いくこと）
（̎）地ڥٿとߤ空のൃలとの調をਤる。
。が心を௨わせ共ଘ共ӫをਤる࢜わるものಉܞ空にߤ（̏）

この「め͟すもの」を۩現ԽするためにҎԼの事業分野をنఆしています。

̍ɽ ߤ空の҆全จԽのීٴとൃܒ
̎ɽ ҆全ରࡦへのݙߩ
̏ɽ 情ใ伝達とఏ供
̐ɽ ٕशख़の支援
̑ɽ 情ใऩूと調ࠪڀݚ
̒ɽ そのଞ

専務理事　根本 裕一
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この事業分野を行するための主要なߨश会やセミナー、出൛等の߲目をҎԼにڍげます。
なお、全ての事業分野にؔしてެӹೝఆ等委員会からެӹ事業としてೝఆされていることを付け加えておきます。
で紹介していきますが、これらの߲目を۩現Խするためには会員の協力ࢽผのৄ細にؔしては度、機会を見つけ本ݸ

がෆՄܽです。今後ϗーϜページやϝールϚΨジン等を௨じてݸผ事業のҊ内や運Ӧしていたͩける会員の募ूを行って
いきますので、会員各Ґのੵۃతな参画を切におئい致します。
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事業「ൃܒとٴ空の҆全จԽのීߤ」˔ 
1� スカイスクエア
2� খߤܕ空機セーフティセミナー
3� :FT * CBO 空教室ߤ
空҆全セミナーߤ �4
�� リスクϚωジϝント・コミュχέーションスキルセミナー
6� ブラッシュアップセミナー
7� 乗員ཆ成シンϙジウϜ
空気シンϙジウϜߤ �8
9� 子 P*-O5 体験教室

˔「҆全ରࡦ 	 制度と運用 
」事業
श会ߨ空҆全ߤ �1
験問作成ࢼ力ޠ空ӳߤ �2
空気情ใఏ供システϜߤ �3
4� ֶՊࢼ験スタディΨイド
൛ޠ空๏ӳߤ ��
6� ۠分ߤ空ਤ
空ҩֶదਖ਼ཧシンϙジウϜߤ �7
8� ব外୲当者のݣ
ཆ成࿈བྷ協ٞ会࢜空機操縦ߤ �9

˔「情ใ伝達とఏ供」事業
1� ϗーϜページ
2� ϝールϚΨジン
3� A*.・JAPA/
4� パイロット手ா
�� 5A,E O''（҆全飛行へのট）
6� パイロットΨイμンス
7� ヘリコプター操縦教本
8� インストラクターϋンドブック

˔「ٕशख़の支援」事業
1� 機ཆ成ߨश会
2� '5% ࿅܇

˔「情ใऩूおよび調ࠪڀݚ」事業
1� 'A* ؔ࿈事業
2� ֶՊࢼ験問
3� 支部・委員会会ٞ
4� 支部・委員会ٞ
�� 見ֶ会
6� ECO 調ࠪ

˔「そのଞ」事業
1� 福རްੜ
2� JAPA ஂ体ظোॴಘ補ঈอݥ制度
3� JAPA グッズ

ৄ͘͠ίνϥ˰

https://www.facebook.com/JAPA01
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は͡Ίʹ
ここでは航空法を始め、設定基準や航空会社の規定

類を部分的に抜粋しています。航空法、設定基準など

は各自原本をご確認ください。

また航空会社の規定の抜粋も “ ～といった表現で記

載 ” というように使用しております。最低気象条件の

目的を理解する上でポイントとなりそうな部分だけ記

載しております。

　

最低気象条件を考える前に、パイロットとして、特

に機長として気象をどうとらえるべきか考えてみたい

と思います。単純に規定上出発可能か？進入可能か？

着陸可能か？といった視点でお話ししていきますが、

規定の意味するところを掘り下げて理解しないと実際

の運航に影響が出そうな場面に遭遇すると思います。

ある航空会社の規定には、

ICAO の規定によれば， 気象情報を提供する義務は

国家にあるが，提供された気象情報の運用の責任は，

Operator にあるとされている。この基本方策に沿い，運

航管理に際して気象状態を判断する場合，PIC および運

航管理者は最新の気象情報全体を検討し，総合判断を

下して最も合理的な結論を得ること。

と記載されています。提供された気象情報を最低気象

条件の目的に沿って考慮し、判断出来ることがポイン

トとなるでしょう。

ここでは答えではなく、考え方の一つを示すに過ぎ

ません。機長を目指す皆さまは読んだ後、ご自身でい

ろいろな状況を想像しながら規定類をみてください。

ͼྗͱはٴ݅ʹ͓͚Δࣝؾ࠷
まず航空法に、航空運送事業の機長の要件がありま

す。国土交通大臣の認定を受けた者でないと機長とし

ては乗り組めないのはご存知の通りです。

認定を受ける時求められるのが所謂 “ 知識及び能力 ”

になります。

施行規則第 163 条の２項で求められる中に “ 出発前

の確認 ” があります。この出発前の確認に当該飛行に

必要な気象情報が含まれています。他に航空機の出発

及び飛行計画の変更に係る運航管理者の承認が最低気

象条件に関わってきます。

我々が知識及び能力として求められるのは、単に気

象の確認で終わるのではなく複雑な規定を、安全性を

維持して合理的に運用できるかです。

出発前の確認における気象情報には SIGMET など

も含まれ、出発の判断には強度の着氷や強度の乱気流

なども運航の可否に影響を及ぼしますが、ここでは

Weather Minima（視程と雲高）を中心にお話しします。

航空運送事業で飛行する場合、計画の段階と実施の

段階がありますが、ここで各自整理しながら考えてみ

てください。最低気象条件に出てくる数値はどの段階

で必要なのか出来るだけ具体的にイメージしてくださ

い。

航空会社によって MEL 適用可能のタイミングや燃

料の使用を含め、細かく “ 離陸 ” や “ ブロックアウト ”

を出発と決められていたりするかもしれませんが、航

空法にも明確にはされてはいませんし、会社によって

は細かく規定されていないところも多いと思います。

計画の段階とは？出発の段階とは？飛行中とは？い

つからいつまでなのでしょうか？

そして使用する情報は現況ですか、予報ですか？

それともパイロットが各自で判断ですか？

“ これです ” という答えが無い場合、よく “ 総合的に

判断します ” という言葉がありますが、具体的な材料

と根拠はありますか？

機長として最低気象条件を考える時、大きく２つが

ポイントとなると思います。

１つは計画の段階に必要な数値がどういう意味を持

っているかを考え、パイロットがどの段階までこの数

ೝしΑ͏ʂ֬࠶๏Λۭߤ
ʙӡߤʹಛʹΘΔ߲Λ、จ൪߸ॱʹ͍͋͛ͯますɻ

ɹ҆શӡߤのҰॿʹし͍ͯͩ͘͞ɻʙ
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値を考慮して運航するか。この部分が先に書いた “ 知

識及び能力 ” の航空機の出発及び飛行計画の変更に係

る運航管理者の承認に関わってきます。例えば、ブロ

ックアウト後離陸前に、代替飛行場の TAF が会社規定

の最低気象条件の数値を下回ったとします。どうしま

すか？

そして 2 つ目は実施の段階で規定やマニュアルに記

載されているどの数値を適用できるかの判断です。こ

ちらは後に書きます施行規則の 189 条にある進入の可

否についての記載が関わってきます。基本的なところ

で言うと、RVR と VIS が両方報じられていたらどちら

を使いますか？また VV（Vertical Visibility）が報じら

れたらこの扱いはどうなりますか？

また利用できる飛行場照明やマーキングも考慮しな

ければなりませんね。

各社の規定と併せて、出来れば航空法を中心に飛行

方式設定基準、AIP も参照しながら整理してください。

飛行方式設定基準、AIP（State Minima）は最低値で

す。それらに安全性や効率性を加味し各会社の Minima

（Company Minima）になります。この Minima を満た

している上に、担当したフライトが安全かつ効率的に

飛行できるかどうかは最終的にパイロットが判断しま

す。

まずは航空法にはどういった記載があるでしょう

か。

๏ۭߤ

（空港等付近の航行方法）

　施行規則第百八十九条

航空機は、空港等及びその周辺において、次の各号に

掲げる基準に従つて航行しなければならない。

計器飛行方式により離陸しようとする場合であつて空港

等における気象状態が離陸することができる最低の気象

条件未満であるときは、離陸しないこと。 

計器飛行方式により着陸しようとする場合であつて次に

掲げるときは、着陸のための進入を継続しないこと。 

イ　進入限界高度よりも高い高度の特定の地点を通過す

る時点において空港等における気象状態が当該空港等

への着陸のための進入を継続することができる最低の気

象条件未満であるとき。

ロ　進入限界高度以下の高度において目視物標を引き

続き視認かつ識別することによる当該航空機の位置の確

認ができなくなつたとき。

この条文を元に、各社の規定にどのように反映され

ているか理解していないといけません。

上記ロに対しある航空会社のマニュアルには、DA 

または MDA 以下への降下の条件として

・航空機が着陸しようとする滑走路に対し正常に進入

し，着陸できる位置にあること。

・Visual Reference のうち少なくとも一種の目標を視認

し、継続的に Visual Reference の識別の維持が可能で

あること。

とあり Visual Reference とは何を指すか別に定義して

います。

条 文 と マ ニ ュ ア ル の 表 現 の 違 い か ら “ 継 続 的 に

Visual Reference を視認する ” とは何をどう確認し、ど

うするための行為なのか考えてみてください。“Visual 

Reference の識別の維持が可能 ” とはどういう状況か見

えてくると思います。

そうすると Low Visibility において当該航空機の位

置を確認するためには、どんなライトが点灯している

のかイメージ出来てないといけませんね。

整理すると、適用できる最低気象条件の数値は何か

（どの RVR なのか？複数ある RVR の全部なのか？１つ

なのか？ VIS なのか CMV なのか？シーリングは必要

か？）がはっきり理解され、それが法にある “ 進入限

界高度よりも高い高度の特定の地点を通過する時点 ”

で満たしており、DA/MDA において “ 進入限界高度以

下の高度において目視物標を引き続き視認かつ識別す

ることによる当該航空機の位置の確認ができなくなっ

たとき ” ではない状態、すなわち航空機の位置が判定

できるだけの目視物標が見えていれば良いわけです。

この部分の理解を進める上で航空会社の規定をさら

に見てみると「CAT Ⅰ運航で DA において ALS のみを

進入継続の判断の根拠とする場合、Cross Bar まで視認

できる状態こそ Visual　Reference として適切に視認で

きている状態ということができ、視認できないのであ

れば、他の Visual Reference に判断の根拠を求めるべ

きである」、と注釈されていますし、別の会社でも DA 

または MDA 以下へ降下を開始した後の飛行について、

「ALS のみを視認して降下する場合，高度 100ft に達す

る ま で に，Red Terminating Barrettes，Red Side Row 
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Barrettes または他の Visual Reference のうち少なくと

も一種の目標が ALS と同時に視認できていること」を

要件にしており、ほぼ同じような内容かと思われます。

各会社の規定の表現と法律、設定基準の違いをじっ

くり整理してみてください。

練習問題です。

函館の RNAV（GNSS） Y RWY30 を想定してみて下

さい。

報じられる現在天気は

RVR1400 VIS1000 SCT003 BKN005

進入可能ですか？

進入して DA で ALS が見えた場合、その後の注意点

は何ですか？

当該航空機の位置の確認にはどのような地上物標が

必要だと思いますか？ CAT Ⅰ ILS なら PAPI はなかな

か見えませんが、RNAV ならどうですか？どうなった

ら Go Around しますか？

一方、CAT Ⅰ ILS において DA 付近で ALS が見えた

とします。しかし、GS Signal が計器から消えました。

こういう場合、どう判断しますか？

ʹ͓͚Δ࠷ؾ݅
飛行方式設定基準には離陸の代替飛行場を選定する場

合と選定しない場合に分けて記載されています。

離陸時に発動機不作動を含め何らかの理由で出発飛

行場にすぐ戻ることが出来る気象状態であれば使用可

能な滑走路の Landing Minima（飛行方式設定基準には

RVR または地上視程しか無く、風を含めたその他条件

は一切考慮されていません）、それを下回る場合は代替

飛行場を選定し、AIP に記載される（所謂チャートに

記載される）Take off Minima を下限値として使用でき

ます。

飛行ํࣜઃఆج४
飛行方式設定基準には、離陸の最低気象条件は滑走

路視距離（RVR）とし、RVR が利用できない場合のみ

地上視程（VIS）とする。ただし、これらに加え雲高を

組み合わせる場合がある。通常、滑走路ごとに設定する、

とあります。

飛行方式設定基準第 V 部

2.2 RVR ／地上視程

2.2.1 多発機であつて離陸の代替飛行場を設定した場

合、以下の条件に基づき、次表の区分による。

a) 離陸滑走開始点に最も近い RVR 値が通報されている

場合は、少なくとも当該 RVR 値を適用すること。当

該 RVR 値が通報されていない場合は地上視程を適用

するものとする。

b) a) の RVR に他の RVR を加え、複数の RVR 値を適用

するか否かは、運航者の判断によるものとする。複数

の RVR 値を適用する場合には、関連 RVR 通報値全

てが最低気象条件を満足しなければならない。

c) 夜間運航に対しては少なくとも滑走路灯及び滑走路末

端灯（滑走路離陸末端を示すもの）が運用されてい

るものと想定する。

離陸のための RVR ／地上視程

2.2.2 単発機の場合及び離陸の代替飛行場を設定しない

多発機の場合

離陸の最低気象条件は以下のとおりとする。

a) CAT －Ⅱ、Ⅲ精密進入方式の場合にあつては、それ

ぞれ CAT- Ⅱ、Ⅲ精密進入方式の最低気象条件の値

に等しい RVR

b) CAT －Ⅰ精密進入方式の場合にあつては、CAT Ⅰ精

密進入方式の最低気象条件の値に等しい RVR

　(RVR が使用できない場合にあつては地上視程 )

c) 非精密進入方式の場合にあつては、非精密進入方式の

MDH に等しい雲高 (100ft 単位に切り上げ )、及び最低

気象条件の値に等しい RVR（RVR が使用できない場

合にあつては地上視程 )

余談ですが、AIP には以下の注釈があります。

注） “ 最低気象条件の値に等しい地上視程 ”とは、公示さ

れた最低気象条件の数値に等しい値である。

例： 進 入 方 式に対して公 示された最 低 気 象 条 件 が
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CMV2000M であれば、離陸の最低気象条件として地上

視程 2000M として適用する。

そうです、CMV は離陸には適用されません。

練習問題です。

Take off Alternate を設定しない場合の函館 RWY30

からの離陸です。RVR は利用できますか？地上視程い

くつで離陸できますか？ CIG は必要ですか？しかも、

実際 ATB になった場合に必要な気象条件は何ですか？

もう一つ。

福岡で霧が出てきました。弱い南風、使用滑走路は

16、

Touch dowan RVR300、Stop end RVR500。

離陸は可能ですか？

各自、設定基準と各社の規定を読み比べてください。

かなり数値や表現が違うと思いますが、設定基準を元

に見てみると、誤解なく理解できると思います。

AIP AD には以下のような記載です。同じことが書か

れています。参考までに記載します。

6.9.2. 離陸の最低気象条件

離陸のための最低気象条件はその設定時期により、「暫

定基準」および「飛行方式設定基準」の 2 とおりの基

準に基づき設定されている。飛行方式設定基準に基づき

設定されたミニマ表は、“Designed in accordance with 

STANDARDS for FLIGHT　PROCEDURE DESIGN” と注

記される。注記のないものは暫定基準に基づき設定され

たミニマを示す。

6.9.2.1. 

暫定基準に基づき設定された離陸の最低気象条件

離陸の代替飛行場を選定しない場合、離陸の最低気象

条件は、離陸する飛行場において利用できる計器進入

方式に係る着陸の最低気象条件の決心高に相当する雲

高、及び地上視程とする。

ただし、離陸の代替飛行場を選定した場合に適用される

離陸の最低気象条件未満であつてはならない。

注 : 離陸の代替飛行場とは、離陸直後において１個の

発動機が不作動となった場合に、出発飛行場から次の

時間内に到着できる飛行場である。

・双発の航空機にあっては 1 時間

・3 発以上の航空機にあっては 2 時間

ご存じとは思いますが、未だ暫定基準によって設定

されている飛行場も多く存在しています。

興味のある方は自分が飛ぶ飛行場の最低気象条件を

確認し、どの基準で設定されているか調べてみてくだ

さい。SSP、CIG、上昇勾配などもあります。

詳細は AIMJ に記載されているので参照してくださ

い。

ඈܭߦըͱͦの࣮ࢪʹ͍ͭͯ
ある会社の規定では

「飛行計画の段階においては、出発地の気象状態 

(RVR/VIS, CIG) および目的地，代替飛行場の気象情報 

(VIS, CIG) がそれぞれ該当する Company Minima 以上

と判断されること」

同じように別の会社では

「出発地飛行場、目的地飛行場および代替飛行場の気

象状態が、それぞれに該当する離陸及び至る着予定時

刻において、Takeoff、Landing および Alternate のそれ

ぞれの該当する Company Minima に関し、離陸、着陸、

および代替飛行場としての選定が可能な気象状態であ

ると判断されること」という記載があります。

どちらも “ 判断されること ” で締めくくられていま

す。

計画の段階とは運航管理者と機長が同意しフライト

プランにサインする段階までとすると、まだディスパ

ッチルームにいる段階です。出発地に対しては気象状

態 (RVR/VIS, CIG) が Company Minima 以上と判断され

ることが条件です。航空法も含め State Minima は離陸

するときに必要な気象条件です。ディスパッチにいる

時まだ Below Minima であっても、回復傾向や TAF な

どを参考に予定通りターミナルを出発できるか、また

は出発を遅らせるか運航管理者と協議します。つまり

自分のフライトが離陸するときに最低気象条件を満足

できると判断出来ることが必要ということです。航空

会社が計画の段階を設けているのはなぜでしょう？ま

た、最初にも述べましたが計画の段階とはいつからい

つまでを指すのでしょう。たとえば出発地も目的地も

代替飛行場も Company Minima 以上と判断され搭載機
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まで行き、お客様がボーディング中に TAF で目的地や

代替飛行場が Below Minima になったとします。

規定上そのまま出発できますか？各自考えてみてく

ださい。規定がすべてのケースを網羅していないこと

もあります。機長は航空法や規定ですんなり答えが出

ない状況でも、運航管理者と協議し何か答えを出さな

いといけません。

法律、設定基準では目的地、代替飛行場に求められ

る条件を確認してみてください。

法はもちろん、設定基準や AIP にもどの時点で必要

かは詳細に指定していません。

“ 目的地の天候が Below Minima では出発してはなら

ない ” といった表現は無いのです。

Below Minima の時は “ 着陸のための進入を継続しな

いこと ” となっているだけです。

ただし “ 知識及び能力 ” の “ 航空機の出発及び飛行

計画の変更に係る運航管理者の承認 ” のところで各社

の規定に沿っていかに合理的な決定を出すかが求めら

れるのではないでしょうか。

航空機の出発がどのタイミングか規定に明確にされ

ていなければ、最も合理的な判断はどう出されるべき

でしょう。各機長と運航管理者の協議になるというこ

とでしょうか。“ 出発 ” と決めた後（または規定で定め

られた時期以降）は各社の規定で「飛行中の Company 

Clearance の変更」の項に記載された内容を適用可能な

らば離陸することになるでしょう。

おそらくどの会社も運航の方針として安全を最優先

としていると思います。よって離陸したら最後、少な

くともどこかに安全に着陸できると判断できなければ

離陸すべきではないでしょうし、またお客様にとって

大変不便なところにダイバートして安全に着陸しても、

このエアラインの運航効率は極めて低いと言えるでし

ょう。

目的地に求められる最低気象条件について、法律は

先に書きましたが AIP に以下の記載があります。

̍ɽ最気݅
(1) 総則

1) 最終進入フィックス、アウタマーカー、飛行場標高

から 1000 フィートの地点、または、その他、特に

認められた地点における進入継続の可否判断に適

用される最低気象条件は RVR とし、RVR が利用で

きない場合のみ地上視程換算値（CMV）とする。

ただし、周回進入にあつては地上視程とする。通常、

進入方式及び航空機区分ごとに設定される。

2) 操縦士は、進入限界高度（DA/H 又は MDA/H）

において適切な目視物標を視認し、継続的に識別

の維持が可能である場合のみ、進入限界高度以下

へ着陸のための進入を行うことができる。

この場合の目視物標とは以下のとおりである。
（a）非精密進入、ILS （カテゴリーⅠ） および PAR 進

入にあつては、以下の目視物標のうち少なくとも１

つ。

ⅰ ) 進入灯の一部

ⅱ ) 滑走路末端

ⅲ ) 滑走路末端標識

ⅳ ) 滑走路末端灯

ⅴ ) 滑走路末端識別灯

ⅵ ) 進入角指示灯

ⅶ ) 接地帯または接地帯標識

ⅷ ) 接地帯灯

ⅸ ) 滑走路灯

ⅹ ) その他、特に認められた目視物標

CAT ‐ Ⅱ / Ⅲに関しては別に確認してください。

6.10.1.2. 地上視程通報値の CMV への変換

1) CMV への変換方法
RVR が利用できない場合にあつて地上視程通報値を

CMV に変換する場合、以下の表によりこれを行うもの

とする。ただし下記 2) の場合を除く。

地上視程通報値から CMV への変換表

例： 夜間にあつて進入灯及び滑走路灯が運用され

ている場合、地上視程通報値が 1200m であれば、

CMV=1200m × 2.0=2400m となる。このとき最低

気象条件が RVR/CMV=1600m であれば、2400m 

＞ 1600m として、Above Minima と判断される。

2) CMV への変換の適用除外

次の各号に係る最低気象条件に対しては、地上視程通

報値の CMV への変換は適用しないこと。

ⅰ ) 離陸

ⅱ ) カテゴリーⅡ / Ⅲ精密進入

ⅲ ) 周回進入

ⅳ ) 代替飛行場
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こうして見ていくと、法規上で考えると例え目的地

が最低気象条件を下回る TAF を出したとしても、出発

飛行場を離陸してはならないとは読めません。

飛行を継続して進入を開始するときに必要な気象条

件が出てくるだけです。エアラインのパイロットとし

てどう判断し行動するか、それが機長の仕事ではない

でしょうか？

私の場合、判断に悩む時は、航空法第 1 条の条文「航

空機を運航して営む事業の適正かつ合理的な運営を確

保して輸送の安全を確保するとともにその利用者の利

便の増進を図ることにより」という部分を指針にして

考えるようにしています。

練習問題です。

東京国際空港に向けてパリ・シャルルドゴール空港

を Taxi しています。目的地天候不良のため予備燃料は

沢山搭載し Holding も 1 時間ほど出来ます。

離陸前の気象を確認したら到着予定時刻では Below 

Minima、その後回復する予報でした。

何を根拠にもって判断しますか？

State Minima はどうなっているでしょう？

飛行方式設定基準をご覧になった方はご存じでしょ

うが、CAT Ⅰ運航だけを見た場合 RVR と CMV だけで

す。総則には

　 最 終 進 入 FIX、Outer Marker、 飛 行 場 標 高 から

1000ft の地点、又は、その他、特に認められた地点に

おける進入継続の可否判断に適用される最低気象条件

は RVR とし、RVR が利用できない場合のみ地上視程換

算値（CMV）とする。

注：操縦士は、進入限界高度（DA/H 又は MDA/H）

において適切な目視物標を視認し、継続的に識別の

維持が可能である場合のみ、進入限界高度未満へ着

陸のための進入を行うことができる

と記載されているだけです。

ある航空会社の規定で飛行計画においては目的地お

よび代替飛行場の気象条件は先にも書きましたが以下

となっています。

「入手された気象情報により目的地の着陸予定時刻

の気象状態が，Landing Minima 以上であると判断され

なければならない」

よって計画の段階では主に TAF で Landing Minima 以

上が求められます。飛行中の目的地の天候が悪化した場

合の考え方は先に述べたとおりです。

同じく飛行方式設定基準の代替飛行場については

「1.1.4 代替飛行場としての最低気象条件は、地上視程

と雲高の組み合わせ、又は地上視程とする。」とあり、

代替飛行場の滑走路のカテゴリー別に設定され、CAT

－Ⅱ、Ⅲを除き雲高と地上視程を必要とします。

参考までに記載します。

第 9 章 代替飛行場としての最低気象条件

9.1 目的地飛行場に対する代替飛行場 (Destination 

Alternate Aerodrome) のための最低気象条件

目的地飛行場に対する代替飛行場のための最低気象条

件は以下のとおりとする。

a) CAT －Ⅱ、Ⅲ精密進入方式の場合にあつては、CAT-

Ⅰ精密進入方式の最低気象条件の値に等しい地上視程

b) CAT －Ⅰ精密進入方式の場合にあつては、非精密進

入方式の MDH に等しい雲高 (100ft 単位に切り上げ )、

及び最低気象条件の値に等しい地上視程

c) 非精密進入方式の場合にあつては、非精密進入方式

のMDH に200ft を加えた雲高(100ft 単位に切り上げ)、

及び最低気象条件に対して 1000m を加えた地上視程

d) 周回進入の場合にあつては、周回進入の MDH に等

しい雲高 (100ft 単位に切り上げ )、及び最低気象条件

の値に等しい地上視程

9.2 出 発 地 飛 行 場 に 対 す る 代 替 飛 行 場 (Take-Off 

Alternate Aerodrome) のための最低気象条件

出発地飛行場に対する代替飛行場のための最低気象条

件は以下のとおりとする。

a) CAT －Ⅱ、Ⅲ精密進入方式の場合にあつては、それ

ぞれ CAT- Ⅱ、Ⅲ精密進入方式の最低気象条件の値に

等しい地上視程

b) CAT －Ⅰ精密進入方式の場合にあつては、CAT －Ⅰ

精密進入方式の最低気象条件の値に等しい地上視程

c) 非精密進入方式の場合にあつては、非精密進入方式の

MDH に等しい雲高 (100ft 単位に切り上げ )、及び最低気

象条件の値に等しい地上視程

d) 周回進入の場合にあつては、周回進入の MDH に等
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しい雲高 (100ft 単位に切り上げ )、及び最低気象条件

の値に等しい地上視程

注―代替飛行場としての最低気象条件との比較に使用さ

れる航空気象予報には、RVR 値は含まれない。

この数字はどの段階まで必要なのでしょう？

航空会社によっては一律 CIG600ft/VIS3200m とい

ったかなり余裕をもった数字を計画時に必要としてい

ます。これらの値も路線ごとのフライトタイム、運航

効率、TAF の精度向上などから今後変わってくるかも

しれません。

ʹޙ࠷
最低気象条件を考えるときに必要なのは、単に覚える

のではなく、実際のフライトをイメージしながら規定を

読み、考えてみることです。先に書いた練習問題のよう

な状況を想定して準備してください。

ポイントは２つ。１つは適用できる数値を正確に理

解していること、2 つ目はブロックアウト可能か？離

陸可能か？進入可能か？ DA/MDA 以下に降下出来るか

を運航の方針と併せて合理的に判断出来るかだと思い

ます。

法規を理解したうえで、Route Manual と各社の規定

を広げ、じっくりと Case Study して下さい。

パイロットガイダンスより抜粋

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　定期講習のお知らせ　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
特定操縦技能審査員の方へ！

平成 24年度（25年 3月末日まで）に審査員の認定を受けた方は
定期講習の受講期限が今年 3月末までです！
ご自分の認定年月をご確認下さい。
受講を受けないと再申請となり、再度申請手続きと登録免許税が必要です。
定期講習日程、場所など詳しくは
東京航空局HP　　http://www.cab.mlit.go.jp/tcab/cat64/post_38.html
大阪航空局HP　　http://www.ocab.mlit.go.jp/news/hotnews

ʲ ఆߨظशɾॳߨशの͓ਃしࠐΈઌٴͼ͓͍߹Θͤઌ ʳ
˔౦ߤژ空ہ อ҆෦ ӡ༻՝ ৹ࠪһೝఆ

ి � ������������ʢઢ �����ʣ 
&�Nail�tcaC�qightreWieX!caC�Nlit�go�KQ

˔大ߤࡕ空ہ อ҆෦ ӡ༻՝ ৹ࠪһೝఆ
ి � ������������ʢઢ �����ʣ
&�Nail�ocaC�qightreWieX!caC�Nlit�go�KQ

https://www.japa.or.jp/insider/login


　　　　

●神戸空港の概要
神戸空港は、平成 18 年 2 月 16 日に開港した神戸市の人工島ポートア

イランド沖に建設された海上空港で、地方公共団体が管理する地方管理空

港です。海上空港なので、騒音問題や電波障害などの生活環境問題が少な

いというメリットがあります。空港島の面積は 272ha（うち空港 154ha）

でおおよそ甲子園球場 70 個分の広さがあります。

また、空港までは、都心「三宮」から直線距離で南へわずか 8キロ。

三宮からポートライナー（新交通システム）で約 18 分という交通の便も

良く、三宮でＪＲに乗りかえれば、大阪市内まで 40 分、姫路まで 60 分、

京都まで 70 分というアクセスの良い非常に便利な空港です。

滑走路は１本で、2,500 ｍ×60m。運用時間は、７時から 22 時までの 15 時間です。なお、現在

のところ、便数は１日の上限が 30 便、国内線のみ（国際線はビジネスジェット及びオウンユー

スチャーターのみ）という規制があります。

就航都市は、平成 26 年 12 月 10 日現在、東京（10）、札幌（５）、仙台（１）、茨城（２）、

米子（２）、長崎（４）、鹿児島（１）、沖縄（５）の８都市、１日 30 往復となっています。

就航航空会社は、全日本空輸、スカイマーク、AIRDO、スカイネットアジア航空の４

社が就航しています。

空港ターミナルビルは４階建てで、１階が到着ロビー、２階が出発ロビー・保安

検査所、３回が飲食店街、４階が展望デッキになっています。４階の展望デッキか

ら望む市街地側の夜景は、神戸の街並みと、海と山が織りなす素晴らしい景色です。

●神戸空港の特徴
神戸空港の特徴として、神戸らしさの演出に力を入れています。神戸は、日本のジャズ発祥地であることから、２か

月に１回程度、２階の搭乗ロビーでジャズライブを開催しています。また神戸は、瀬戸内気候に属していて、暖かく晴

れた日が多いので、花の栽培に適しており、現在では様々な種類の花が栽培されていることを広く知っていただけるよ

うに、平成 26 年 7月から定期的に到着ロビーで、季節ごとに切り花、新鉄砲ユリやトルコギキョウなどの花を使った

フラワーアレンジメントの展示を行っています。

また、神戸空港では、年齢、性別 、文化、身体の状況など、一人ひとりが持つ個性や違いを越えて、誰もが容易に

アクセスでき、安全・快適に利用できるように、ユニバーサルデザインを取り入れ、施設や設備面 での整備を行ってお

り、サイン表示等にも工夫を凝らしています。

他に、搭乗者へのサービスとして、駐車場の料金を 24 時間無料にしています。それ以降も、１日の上限を 1,000 円（搭
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神戸空港空撮

空港から見た夜景



乗者以外は 1,500 円）に抑えています。

さらに、空港でしか体験できない魅力を生み出すため、平成 26 年９月末に、大人も子供もバーチャルで飛行機の本

格的な操縦体験ができるフライトシミュレーターを３階フリースペースに導入して、好評を得ています。

●最近の航空運送実績
平成 18 年の開港以来の搭乗者数を見

ると、最大は平成 19 年度で 2,972，

212 人、平成 25 年度は、2,354,186

人でした。これは、全国 97 空港中

第 16 位の数字です。平成 26 年１

月 15 日には、搭乗者数２千万人

を達成しました。平成 26 年度は

４～ 10 月実績で 1,506,963 人、

累計 22,025,112 人となっていま

す。

●神戸空港お勧めのお土産
神戸土産といえば、まずは神戸を

中心とした阪神間の有名ブランドの洋

菓子・スイーツがお勧めです。神戸の有

名ベーカリーのパンや日本３大中華街「南

京町」の点心、他にも灘五郷のお酒，旬の味

覚ではいかなごの釘煮など神戸を代表する食品も

お勧めです。

●最後に
神戸空港ターミナル（株）では、ゴミの無い「日本一きれいな空港」を目指し、空港管理事務所やエアライン等空港

内関係機関、及び空港島内企業と連携し、清掃活動等を推進しており、空港を訪れた人が本当に神戸空港は素晴らしい

空港だと肌で感じていただけるよう日々取り組んでいるところです。

【神戸空港の御案内】

「神戸空港ターミナル」ホームページ

IUUp���XXX.LaJrporU.Do.jp�
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ジャズライブの模様 ユニバーサルデザイン フライトシミュレーター

明石海峡大橋と航空機

飛行機と船
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現場の安全文化構築と健康な生活習慣作りは同じである
ୈ 2 ճの「ة機ཧのૅجは݈߁ཧ」Ͱは「݈߁ཧとة機ཧのϚωδメϯトはಉ͡ͰあΔ」͜とを

ड़ました。͜の͜ととಉ͡よ͏に、ݱにお͚Δ҆શ֬อのたΊのͰあΔ҆શจԽのߏஙは、݈߁を
ҡ࣋上すΔたΊのਖ਼しいੜ׆श࡞׳り、৯ੜ׆のश࡞׳りがେ切ͰあΔよ͏に、҆શにؔすΔߟえ方行
ಈのश࡞׳りがେ切Ͱす。

安全文化について考えてみると

େきͳނࣄが͜ىΔに「҆શจԽのܽ」がࢦఠさΕ、「҆શจԽのߏங」のඞཁੑがࠂקさΕます。
200�  2 月にスϖースγϟトル「ίロϯϏΞ号」がେݍؾに࠶ಥೖすΔࡍに、空த分ղしてٿにੜؐͰ

きͳいނࣄが発ੜしました。͜のނࣄを受͚て、JA9A が「日本人Ӊඈ行士҆શݕ౼νーϜ」をઃஔして
/A4A の࠶発ࡦࢭにͭいてݕ౼を行いました。ࢲもͦの一員として、ओに /A4A の҆શจԽとͦのߏ࠶ங
にͭいてίメϯトをしました。日本の෩はࣦഊେނࣄが͜ىΔと、ந「あってはͳらͳい」とい
会を௨͡て、/A4A౼ݕさΕますが、͜のࢧにײ͏ の取りみをみていΔと、҆શจԽをߏ࠶ஙして
Ώく߹も࣮ݱにཱͪ、「ありಘΔ」をલ提にしてϦスΫをりӽえてલにਐΜͰΏく࢟をみて、ΞメϦ
ΧのڧさのྲྀݯͰあΔフロϯςΟΞਫ਼ਆのੌさを͡ײました。
「҆શจԽ」とい͏ݴ༿が公式にΘΕΔよ͏にͳったのは、���� のνΣルϊϒイϦྗࢠݪ発ి所のࣄ

にとってෆՄܽの՝とࢭނࣄ分Ͱۀ࢈いஙは、෯ߏ機に҆શจԽのܖॻͰす。͜Εをࠂௐࠪҕใނ
ͳっています。

日本Ͱも、ӳࠃの৺ཧֶ者δΣーϜζ・Ϧーζϯがͦのஶॻ「৫ނࣄ」Ͱड़ていΔ「҆શจԽ」をࢀ
。団ମがଟくあります・ۀاにしていΔߟ

δΣーϜζ・Ϧーζϯは৫の҆શจԽのཁૉとして「ใࠂのจԽ」「ਖ਼ٛのจԽ」「ॊೈͳจԽ」「ֶशのจԽ」
をあ͛ています。ࢲも、航空会社Ͱ҆શをਪਐすΔ෦ॺを୲当していたࠒにも、ߟࢀにしてきました。ಉ࣌に、
ͻとりの機として、ݱͰの҆શจԽと৫の҆શจԽをͲのよ͏に༥߹させてΏく͔をۤ৺していまし
た。ͦの結果、ݱͰの҆શจԽは、݈߁ཧのたΊのੜ׆श׳、৯ੜ׆のश׳とಉ͡ߟえ方、取りみ方
Ͱいいのだとい͏͜とにؾ付きました。ͦして、「ة機ཧと݈߁ཧはಉ͡ͰあΔ」͜とも࣮ײͰきΔよ͏
にͳりました。

現場での安全文化の構築（安全確保の習慣作り）
　
はδΣーϜζ・Ϧーζϯの৫「शのจԽֶ」「ॊೈͳจԽ」「のจԽࠂใ」、にお͚Δ҆શจԽとしてݱ

CAPTAIN’S
EYE キャプテンズ

アイ
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Eye Ωϟϓςϯζ��ΞΠ

JAPA会員  小林宏之

CAPTAIN’S
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JAPA会員  小林宏之

第 3回

「現場における安全文化の構築」
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の҆શจԽをͦのままద応Ͱきます。ಛに「ใࠂのจ
Խ」はパイロット誌 7ol2 Ͱもとりあ͛ていΔよ͏に、
もࠃ 70*$E4	 航空҆શใࣗ発తใ੍ࠂ 
 を航空
の҆શ֬อにとって、ॏཁͳࡦࢪのͻとͭとして։࢝
しました。
「ਖ਼ٛのจԽ」もݱͰ࠾りೖΕΔ͜ともͰきます。

$3. のΞαーγϣϯは「ਖ਼ٛの৺」がͳいと、༐ؾ
をもってΞαーγϣϯがͰきませΜのͰ「ਖ਼ٛのจԽ」
もେ切Ͱす。ݱͰの҆શを֬อすΔには「ਖ਼ٛ」よ
りΉしΖ「ڏݠ৺」と「ࣗ৺」の方がよりେ切Ͱは
ͳい͔とࢥいます。（ࢀরɿୈ 2 ճの「݈߁ཧ、ة
機ཧにڞ௨ͳ৺ߏえ」）

ͦして、ݱͰは「ؒ」の取り方࣍ୈͰ、҆શをも
Ͱすがޠのࢲ。ӈすΔ͜とがありますࠨ 「hؒ」のจ
Խʱをݱの҆શจԽのཁૉにՃえています。

昔の日本人が大切にした「間」が安全をも左右する

。がありますੑݥةすΔとؒҧってしま͏࡞いͰஅ、操ٸ。代Ͱもあります࣌代社会はしさにΘΕΔݱ
ͦ͜Ͱ̎ʙ̏ඵͪΐっと「ؒ」をとって「͜ΕͰいいの͔ͳʁ」とߟえてஅ、操࡞すΔ͜とにより、ؒҧっ
たஅ、ޡ操࡞を͙͜とがͰきます。ٯにඇৗ࣌࣌ٸۓには、खΕにͳらͳいよ͏にਝにର応すΔ͜
とが࠷ѱのࣄଶを͙͜とにͳります。ͭまり「ؒ߹い」とい͏ものが҆શをࠨӈすΔ͜とがありますのͰ、「ؒ」
をେ切にすΔจԽ、श׳がେ切だとࢥいます。ੲの日本人、日本จԽは「ؒ」をେ切にしていたはͣͰす。

ಛに、ਅをもっての果し߹いͰは、「ؒ߹い」の取り方࣍ୈͰੜࢮをもࠨӈしました。ݱ代社会Ͱも「ؒ」
の取り方い͔Μによっては、ॏେނࣄに結ͼͭく͜とだってあります。ݱ代にੜきΔࢲୡも、いͪͲ「ؒ」
にͭいて͡っくりߟえ、ͦして「ؒ」をେ切にすΔश׳を࡞ってΏく͜とは、҆શ֬อにとってにཱͭと
。いますࢥ

機内アナウンスも「間」が大切

͔ͭて員の一般ڭҭを୲当した当࣌、ӡ航員と٬ࣨ員のڭたͪに集まってい、์送࡞ՈͰ
もありタϨϯトͰもあΔӬีさΜに機ΞφϯスにͭいてΞυόイスを頂いた͜とがありました。Ӭ
ีさΜは「機のΞφϯスはإが٬͔らإがݟえͳい͔らラδΦのΞφϯαーを、٬ࣨ員はإが
。えて頂きましたڭとすΔといいͰすよ」とߟࢀえΔ͔らςϨϏのΞφϯαーをݟ

ӬีさΜのΞυόイスを受͚て、ࢲは当ॳ /), のΞφϯαーのし方をษڧしましたが、Ͳ͏しても
一本ௐࢠͰຯؾͳいΞφϯスにͳってしまいました。ͦのޙ「ԕいฏઢがফえਂʑとしたのҋに৺を
すΊΔとき・・・」のφϨーγϣϯͰ࢝まΔ '. ౦ژの「δΣットストϦーϜ」のୡさΜのޠり͔͚

Δよ͏ͳޱௐと、ઈົͳ「ؒ」の取り方にັྃさΕ、
「δΣットストϦーϜ」を音しておき、「ؒ」の取り
方をపఈతに࿅शしました。機Ξφϯスにݶらͣ、
一般にࢲୡがࣖにすΔいΖいΖͳΞφϯスはૣޱ
Ͱ、一本ௐࢠにྲྀΕていΔ͜とがଟいとࢥいます。ͦ
͜Ͱ、ͪΐっと「ؒ」をとりͳがらし͔͚Δよ͏に
৺ֻ͚てΏ͚、Ξφϯスも׆きて、ௌく人の͔ࣖ
ら৺にもೖっていくのͰはͳいͰしΐ͏͔。
「ؒのจԽ」は҆શΞφϯス、ίϛϡχέーγ

ϣϯにӨڹすΔだ͚Ͱͳく、いΖいΖͳ໘Ͱͦのྑし
ѱしをࠨӈすΔ、Ԟのਂい͔ͭຯのあΔจԽͰはͳい
͔とࢥっています。
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〜たまには初心に戻って考えてみよう〜
（航空法規編）

解答（2）

解説 ： 国際民間航空条約第 1 条〜 3 条参照 
 第 1 条：締約国は、各国がその領域上の空間において完全且つ排他的な主権を有することを承認する。
 第 2 条：国の領域とは、その国の主権、宗主権、保護又は委任統治の下にある陸地及びこれに隣接する領水をいう。
 第 3 条：(a）この条約は民間航空機のみに適用し、国の航空機には適用しない。
  ：(b）軍、税関及び警察の業務に用いる航空機は、国の航空機とみなす。
  ：(c）締結国の国の航空機は条件に合った協約による認可無しに、他の国の領域の上空 通過、又は着陸はできない。

国際民間航空条約の条文に関する記述（ア）～（エ）の中で、正しいものはいくつあるか。
（1）～（4）の中で該当するものを選べ。

( ア）締約国は、各国がその領域上の空間において完全且つ排他的な主権を有することを承認する。
( イ）この条約の適用上、国の領域とはその国の主権、宗主権、保護又は委任統治の下にある陸地及びこれに隣接する
　　  領水をいう。
( ウ）この条約は、民間航空機及び国の航空機に適用する。
( エ）車、税関及び消防の業務に用いる航空機は、国の航空機とみなす。

(1） 1　　　　　(2） 2　　　　　(3） 3　　　　　(4） 4

CPLCPLCPLCPLCPLCPLCPLCPLCPL

国際民間航空機関が採択する国際標準並びに勧告される方式及び手続きで誤りはどれか。

(1）通信組織及び航空保安施設 (2）空港及び着陸場の性質
(3）運賃及び運送約款 (4）航空規則及び航空交通管制方式

解答（3）

解説：国際民間航空条約 第 37 条参照
 国際民間航空条約第 37 条の第 2 項に、国際民間航空機関は次の事項に関する国際標準並びに勧告される方式及び手続きを必要に応

じて随時採択し、及び改正する、とし、(a）通信組織及び航空保安施設、(b）空港及び着陸場の性質、(c）航空規則及び航空交通管制
方式、(d）運航関係及び整備関係の 航空従事者の免許、(e）航空機の耐空性、(f）航空機の登録及び識別、(g）気象情報の収集及び 
交換、(h）航空日誌、(i）航空地図及び航空図、(j）税関及び出入国の手続き、(k）遭難航空機及び事故の調査並びに航空の安全、正
確及び能率に関係のあるその他の事項で随時適当と認めるもの、と規定されている。そのなかに、運賃についての基準はない。また、
ICAO 付属書 (ICAO ANNEX）の国際標準や勧告は、主として技術的な事項について国際的な統ーを容易にするために定められてい
るもので、18 の「附属書」にまとめられている。

"5PLɾCPL"5PLɾCPL"5PLɾCPL"5PLɾCPL"5PLɾCPL"5PLɾCPL"5PLɾCPL"5PLɾCPL"5PLɾCPL



2 0 1 5   W i n t e r　　　　22 23

航空法の目的について、正しい組合わせはどれか。
この法律は、国際民間航空条約の規定並びに同条約の（ ア ）として採択された標準、方式及び手続きに準拠して、

航空機の航行の安全及び航空機の（ イ ）に起因する（ ウ ）の防止を図るための方法を定め、並びに航空機を運航し
て営む事業の適正かつ合理的な運営を確保して輸送の安全を確保するとともに、その（ エ ）の利便の増進を図るこ
とにより、航空の発展を図り、もって（ オ ）を増進することを目的とする

解答（１）

解説：航空法第１条（この法律の目的）参照
 この法律は、国際民間航空条約の規定並びに同条約の（附属書）として採択された標準、方式及び手続きに準拠して、航空機の航行の

安全及び航空機の（航行）に起因する（障害）の防止を図るための方法を定め、並びに航空機を運航して営む事業の適正かつ合理的な
運営を確保して輸送の安全を確保するとともにその（利用者）の利便の増進を図ることにより、航空の発達を図り、もって（公共の福祉）
を増進することを目的とする。国際民間航空条約締結国として日本の航空法はそれらを遵守し、かつ４つの大きな目的を持つことを定
めてあります。航空機の航行の安全／航空機を運航して営む事業の適正かつ合理的な運営を確保して輸送の安全を確保する／利用者の
利便を図ることにより航空の発達を図る／公共の福祉を増進する

CPLɾPPLCPLɾPPLCPLɾPPLCPLɾPPLCPLɾPPLCPLɾPPLCPLɾPPLCPLɾPPLCPLɾPPL

CPLCPLCPLCPLCPLCPLCPLCPLCPL
航空法第 2 条（定義）で定める「航空業務」の内容で誤りはどれか。

(1）航空機に乗り組んで行うその運航 (2）航空機に乗り組んで行う無線設備の操作
(3）運航管理の業務 (4）整備又は改造をした航空機について行う法で定める範囲の確認

解答（3）

解説：航空法第２条第２項 ( 航空業務）参照 
 航空業務とは「航空機に乗り組んで行うその運航 ( 航空機に乗り組んで行なう無線設備の操作を含む）」及び「整備又は改造をした航空

機について行う確認」とされています。運航管理業務、管制業務は航空業務には含まれません。

「2014 年度版　学科試験スタディガイド」より抜粋。詳しくはホームページ等をご覧ください。

（１）ア、附属書　　　イ、航行　　　ウ、障害　　　エ、利用者　　　オ、公共の福祉
（２）ア、附属書　　　イ、運航　　　ウ、諸問題　　エ、運航者　　　オ、公共の福祉
（３）ア、附属書　　　イ、航行　　　ウ、障害　　　エ、利用者　　　オ、航空機利用者
（４）ア、附属書　　　イ、運航　　　ウ、諸問題　　エ、運航者　　　オ、航空機利用

航空法第 14 条の条文の空欄（ア）～（エ）に入る言葉の組合せで正しいものはどれか。

 （ア） （イ） （ウ） （エ）
（1） 耐空証明 1 年 航空運送事業 国土交通大臣 
（2） 登録証明 1 年 航空機使用事業 国土交通省令
（3）  耐空証明 2 年 航空運送事業 国土交通省令
（4）  登録証明 2 年 航空機使用事業 国土交通大臣

解答（1）

解説：航空法第 14 条耐空証明の有効期間は、1 年とされています。ただし、航空運送事業の用に供する航空機については、国土交通大臣の定
める期間とされています。

CPLCPLCPLCPLCPLCPLCPLCPLCPL

（ ア ）の有効期間は、（ イ ）とする。但し、（ ウ ）の用に供する航空機については、（ エ ）が定める期間とする。

https://www.japa.or.jp/insider/login


　　　　24

JAPAレポート
ʙ๏ਓࢍॿ会һհʙ

˒�ேߤ༸ɺελʔϑϥΠϠʔΑΓಡऀϓϨθϯτʂɹৄしいԠ募方๏は P��� を͝ཡԼさい。

ே日ߤ༸ࣜג会社は、̍̕ ̑̑ 年（ত̏̌ 年）に「ே日ߤ空
̍̕）会社」として立し、トϤタࣗ動ंの子会社Խࣜג ̓̕ 年）
という大きなઅ目を経て本年̓月̎̌ 日、立̒̌प年を迎えま
す。これもͻとえにお客様をはじめとするߤ空業քのؔ者皆
さまのご支援のࣀであり、この場をआりて御礼申し上げます。

さて当社は、࣍にڍげるߤ空運༌事業と空間情ใ事業の̎
つの事業をபに全国ల開しています。̎つの事業を௨じ、「空」

「陸」「ւ」において社会ݙߩ度の高い事業を行うことで、これ
からも日本の҆全・̓ 心の社会ͮくりの一翼を୲ってまいります。
ۀࣄӡ༌ۭߤ˙

ヘリコプターとϏジωスジェット機を࣠に、ドクターヘリ運ߤ、
ࢿ・ཱྀ客༌ૹ、̩̫ใಓ取材など、国内外における総߹ߤ空
サーϏスをఏ供しています。表తなミッションは、ࠇ部ୈ࢛μ
Ϝݐઃ協力飛行、ࢁ࢜頂の気؍ଌ用レーμードーϜ空༌、
新ׁ中ӽ大震災ٹ援（ࢿ༌ૹ・ใಓ取材）、東日本大震災復
興支援（ࢿ・人員༌ૹ）など。
˙ۭؒใۀࣄ

Ӵ画૾・レーβーܭଌなどのઌਐٕज़をۦ使した̏ݩ࣍デジ

タルデータのܭଌからղੳまで、国内外を問わͣ෯広い事業をల
開しています。表తなミッションは、੨വトンωルઌਐಋ内؏
௨にあたるւଌྔ・ڑւఈトンωルଌྔ、新ׁݝ中ӽԭ地
震およびؠ手・ٶ内陸地震でのࣼめࣸ真ࡱӨ・レーβーܭଌ、
東日本大震災復興支援（ߤ空ࣸ真ࡱӨ・レーβーܭଌ）など。

ヘリコプターは、ૹిઢ८ࢹによるి力の҆ఆ供څやドクタ
ーヘリによる໋ٹ上、ࢁ間地へのࢿ空༌によるڥอޢ
など、私たちのੜ活にܽかすことが出来ません。これらの事業
をܧଓするためにはߤ空ै事者のҭ成が必ਢとなりますが、中
でも、操縦࢜ෆがݒ೦されています。当社は一人でも多くの
操縦࢜をҭてるため、܇࿅費用の一部を当社負୲する『ೝఆ操
縦܇࢜࿅制度』をઃ立し、ヘリコプター操縦࢜を目ࢦすएいੈ
のҭ成にも力をೖれています。

私たちは今後も、業քナ
ンバーϫンの総飛行時間に
ஏじることなく҆全運ߤを
ଓけ、एいੈをҭてるこ
とで、「ヘリコプター」の強
みを最大ݶに活かした社会
。をଓけてまいりますݙߩ

スターフライϠーは、ै来のߤ空会社にはない、新しいߤ空
༌ૹサーϏスをお客様、社会にఏ供する「感動のあるエアライン」
であることを目తでઃ立されました。

「人」と「心」を大切にするという֩をൃలさせ、私たちなら
ではの༌ૹサーϏスをごఏ供するためには、社員一人ͻとりが
しϗスϐタリティをもってお客شੑを༨すことなくൃ、ੑݸ
様にすることがॏ要です。ఆめられた手ॱやํࣜにとらわれ
るのではなく、その時々の、その場面々々 でお客様がٻめられる、
さらには望んでおられるサーϏスを、ϗスϐタリティをもってఏ
供していく、このことが私たちのサーϏスのج本࢟勢です。ଞ
社にはैをڐさない私たちのੑݸ、ੑ、ϗスϐタリティを
いかにお客様にఏ供しごຬいたͩけるか、これがスターフライ
Ϡーという新しいߤ空会社のଘࡏཧ༝です。

スターフライϠーといえばやはりୈ一にࢥいුかͿのはスタイ
リッシュなࠇの機体ではないでしΐうか。ࠇはଠཅޫをٵऩする
ため、ਫ਼ີ機ցのմであるߤ空機にはదさないと、機体カラー
にࠇを使うことをܟԕしていたߤ空業քの中で、そのࢼみはま
さにҟでした。ଞにも、スターフライϠーでは機内をおもてな

し空間とҐஔ付け、「最上ڃのϗスϐタリティ」をごఏ供するよ
うにめております。機内でのշదੑをॏࢹしたΏったりしたֵ
張りの࠲੮で、タッνパωルࣜӷথモχター、パιコン用ిݯ
やスϚートフΥンなどをॆిできる 64# ϙートを全੮に装උし
ております。また機内サーϏスも、タリーズオリジナルブレンド
のݫબしたコーώーをはじめとし、スープやアップルジュースな
どバラエティーよりもクオリティーをॏࢹし、お客さまのくつろ͗
のҝにさま͟まな工をڽらしております。

年ࡢ 12 月には 2014 年度 JC4*（日本൛ސ客ຬ度ࢦ）
調ࠪにて、国内ߤ空では 6 年࿈ଓでސ客ຬ度「ୈ 1 Ґ」の
評Ձをडけました。これは大ม名༪なことであり、お客様をは
じめとするؔ者の皆様のご支援のࣀでご͟います。

これからも、お客様からબんでよかった、ར用してよかった
とごຬの笑顔をいたͩけることが、私たちスターフライϠーの
事にରするびであり
ྭみです。

私たちは、お客様に新
しいߤ空༌ૹ、新しい༌
ૹՁをఏ供し、お客様
と一緒に新たな感動をٻ
めଓけます。

http://www.japa.or.jp/member/support.html
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ʙརްੜࢪઃհ、දজ式యใࠂʙ

JAPA では会員ಛయとして、会員の皆様にごར用していたͩ
く福རްੜࢪઃを各छご用意しております。ಛయ内༰、お申込
みํ๏のৄ細は協会ϗーϜページの「会員ಛయ」よりご֬ೝい
たͩけます。（IUUQ���XXX�KBQB�PS�KQ）ੋඇ、ごར用Լさい。

会 һ ൪ ߸ ������

空ߤ ଠ 5BSP�,PLV

ઃ໊ࢪ ಛయ
ॻ੶ จॻྛग़൛ൢച ׂҾ

シϣッϐング
BL6& 4K:ɹ	 空ߓചళ 
 શ国 �� 空ׂߓҾ
∁ౡɹʢ日本ڮళ ŋ ৽॓ళ ŋ ళۄ ŋ ԣళɾߓೆళʣ 優ׂ݊Ҿ
フロϜɾβɾεコーυロン ׂҾ

ҿ৯ళ
౦ژΤアϙートレεトϥンɹʢӋా空ߓ �� ళฮʣ ׂҾ
ϚーέットϓレイεʣߓϥイオンɹʢӋా空࠲ۜ ׂҾ
ブϥッηリーɹۜ࠲ϥイオンɹʢӋా空ߓళʣ ׂҾ

॓ധ

୶ౡϗςル ॓ധྉׂҾ
ϗςル日ߤઍࡀ ॓ധྉׂҾ
ϗςルオーΫϥ৽ׁ ॓ധྉׂҾ
ஜ後Թઘɹਗ਼೫ ॓ധྉׂҾ
ϤロンౡϏレッジ ॓ധྉׂҾ
২ؙ ॓ധྉׂҾ
リーΨロイϠルϗςルグルーϓ ॓ധྉׂҾ
/FX GBSEFOB HPUFM ॓ധྉׂҾ

εϙーπ

ロイϠルΧントリーΫϥブ ŲƅƀŖŲŎŖׂҾ
ロイϠル高দΧントリーΫϥブ ŲƅƀŖŲŎŖׂҾ
༿ࢁ国ࡍΧンπリー۞楽෦ ŲƅƀŖŲŎŖׂҾ
ໄౡΰルフΫϥブ ŲƅƀŖŲŎŖׂҾ
フΥレεトѴΧントリーΫϥブ ŲƅƀŖŲŎŖׂҾ

レンタΧー
タイϜζΧーレンタル レンタΧーׂҾ
オリッΫεレンタΧー レンタΧーׂҾ
όジΣットレンタΧーԭೄ レンタΧーׂҾ

˞͝ར༻のࡍは、会һূをおれなく！

業にਫ਼ྭし、ଞのൣとなるようなٕज़や事を༗するํで、ݦஶなޭ࿑のあったํをରに 4 名のਪનをさせて
頂きました。

ࣜయは国ަ௨লにてݫかなงғ気の中、ࣥり行われました。

ࣜయの༷ࢠ

受賞者の皆様、この度はおめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

平成 26年秋季黄綬褒章式典報告

JAPA ਪનɹडऀ一ཡ

Ҫށ　ᚸ　様
খ野　ᚸ༟　様
勝部　உ　様
খ　ॏ༤　様

（十Իॱޒ）

http://www.japa.or.jp/
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JAPAレポート

空会社内の気の勉強会からߤ空気委員会はあるߤ
ൃలし、中ࢁষઌੜにࢦಋを͗ڼながら、2001 年より
JAPA の委員会として活動を行っています。

最ۙでは、制やएい෭操縦࢜のํ々がੵۃతに参
加され、多くのঁੑをؚΉ運ߤཧ者や気事業者のํ々
も出੮され、新事ॴの広いはͣの会ٞ室がຬ੮（ラウ
ンジのҜ子も拝आしています）になるほど盛況です。初
のϝンバーにはظ CA からキャスターになった༗名なํ
もいらっしゃいますし、現役のキャスターのํも時々参
加されます。

ఆྫの委員会では、ϝーリングリストで話に上った
悪天やターϏュランスの事ྫについて、パイロットやディスパッνャーの実ࡍの体験ஊをجに、現役の༧ใや
み、༧ใの活用による༧ใՄੑ、出ൃ४උ中や機上でのࢼ者などの気のઐ家が気ֶతなղੳをڀݚ
情ใのೖ手・ղੳϙイントなどを話し߹います。

パイロットなら「Ӣのϕースは༳れやす
い」ことはごଘ知ͩとࢥいます。ところが、
この現はどの気の教Պॻにもॻかれてい
ません。2006 年、༳れがまったく༧され
ていなかったӢのない空Ҭで .O%（モデレ
ート・ターϏュランス）にૺ۰した機がߤ
空気委員会でその事ྫをใࠂし、気ிの
ઐ家がղੳを行って༳れのϝカχズϜをൃ
見、その後༧ใの手๏をฤみ出して、現ࡏで
は '#JP	 悪天༧ਤ 
 に「中Ӣఈཚ気ྲྀ」
が༧されるようになりました。この時の経
Ңは P*-O5 2009 /P�6 , 2010 /P�1「中
Ӣఈཚ気ྲྀ」に見ていたͩくことができま
す。また最新のڀݚはࡢ年度のୈ 8 回（ฏ
成 2� 年度）ߤ空気シンϙジウϜでൃ表さ
れました。P*-O5 2014 /P�1 参র。

ެӹ社ஂ๏人 日本ߤ空機操縦࢜協会ではै来からখܕ機け気情ใのॆ実と৴を要望していましたが、
2011 年 9 月、社ஂ๏人日本飛行࿈ໍ、社ஂ๏人日本空協会、ಛఆඇӦར活動๏人 AOPA�JAPA/、全国ࣗ家
用ヘリコプター協ٞ会の 4 ஂ体との࿈名で、気ிにѼてて「Ҭをରとした空Ҭ悪天༧のൃ行にؔ
する要望について」をఏ出致しました。

2014 年 3 月から気ிでは、「Լ悪天༧ਤ」が作成され、.FUAJS	 空気情ใఏ供システϜߤ 
 によっ
て৴が開࢝されました。今年度のߤ空気シンϙジウϜでは、ૣこの「Լ悪天༧ਤ」を取り上げ、今後
来年度もセミナー等でप知、活用をݺびֻけていきます。

空気に興味のあるํはߤ。空気委員会にはどなたでも参加できますߤ JAPA 事ہ japa@japa.or.jpまで
ご࿈བྷくͩさい。

ʙҕһ会հʢؾۭߤҕһ会ʣʙ

தӢఈཚྲྀؾのྫɹؾி提供

http://www.japa.or.jp/japa_com/kisyou/index.html
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ฏ成 26 年 11 月 1� 日にެӹ社ஂ๏人日本ߤ空機操縦࢜協会は、
一ൠஂࡒ๏人ߤ空ަ௨制協会と共催で野ଜෆ動࢈天ԦऱϏル̎
' ウイングϗールにて、「ୈ̕回ߤ空気シンϙジウϜ」（気ி、
国ަ௨লߤ空ہ後援）を開催いたしました。今年は前回を上回
る 142 名のํ々にご参加いたͩきました。参加者によるレϙート
は JAPA ϗーϜページにࡌܝいたしますが、ここではࢴ面をआり
てその内༰を紹介させていたͩきます。

●プロローグ・開会の挨拶
ެӹ社ஂ๏人日本ߤ空機操縦࢜協会会 Լࢬ ᴲ
気ி総部ߤ空気ཧ　内 རࢯ ߒ

●講演　「下層悪天予想図について」
気ி༧ใ部༧ใ՝ߤ空༧ใ室調ࠪ　金Ҫ 義จ ࢯ

・Լ悪天༧ਤ作成の経Ңɿ7'3 によるӢ中飛行による事ނが後を絶たない
ɿਫฏղ૾度約（地モデルہ）.'-・ 2LN の最新の༧ใモデルについて
・Լ悪天༧ਤとはɿ高度を飛行するߤ空機の҆全かつ効తな飛行ܭ画にࢿするため、
  Լの悪天༧にؔする気情ใのॆ実をਤるもの
・ൃ表ස度、༧時間、༧ྖҬ、ඳ画内༰のղઆ
・ར用上の意
・Լ悪天༧ਤと༧ใ・実況の実ྫ

●公開座談会　「下層の悪天を考える」
　～小型機から大型機まで、安全に役立つ下層悪天予想図の活用～

⾣ൃ表者
運༌҆全委員会事࣍ہ੮ߤ空事ނ調ࠪ　ҥּ  ࢯ
東ߤژ空ہ東ژ空港事ॴ主ߤװ空制運ߤ情ใ　ྛా ཧੜ ࢯ

⾣パωリスト　
ࣗ家用操縦࢜ 2 名、ఆظ操縦࢜ 1 名（フΝシリテーター）、制
 3 名（東ژ APP、東ژ 583、成ా 583）、気ி 1 名、運
ཧ者ߤ 1 名

⾣内༰
・Լ悪天༧ਤをར用した飛行の体験、エアラインでの活用ྫ
・制の活用ྫとコミュχέーション
・'4C の情ใとその活用ํ๏
・ࣗ家用操縦࢜の飛行とԼ悪天༧ਤ
  のར用
・今後の՝と要望について

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ҏ上

ʙୈ̕回ʢฏ��ʣؾۭߤγϯϙジム։࠵ใࠂʙ

Լࢬ ᴲ  རࢯ ߒ

ۚҪ ٛจ ࢯ

http://www.japa.or.jp/learning/symposium/kisyou.html
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JAPAレポート
　11 月̍日（）、ԣాフライトトレーχングセンター 	 ҎԼ、'4CA）の
ઃ見ֶ会を行いました。'4CAࢪ はถؔ܉者とその家をରに、ライセ
ンス取ಘ܇࿅やレクリエーションの一を目తとしてઃ立されたஂ体です。
　今回は教をされている中野様、7JDUPS 様にҊ内して頂き、ब৬活動
中のֶੜを中心に会員̒名が参加しました。当日は、.POUIMZ 4BGFUZ 
.FFUJOH や制ౝ、'4CA�AE3O C-6# を見ֶし、その後ج地内にある
レストラン CIJMJʟT でன৯会を行いました。ج地内にೖ場するという、وॏ
な体験ができ、皆تんでいました。

ʙԣాϑϥΠττϨーχϯάηϯλー 	���F44�F4$"෦ୂ
会ʙֶݟઃࢪ 

1.　Monthly Safety Meeting
　ԣాج地内にある AE3O C-6# のϝンバーは全員、月に一度ूまり、ே৯を৯ながら、事ྫใࠂや情ใな
どを気ܰに共༗できる場がઃけられています。セーフティーオフィサーといわれる୲当者のํがਐ行役をめ、
各߲目についてઆ໌し、ϝンバーಉ࢜が意見ަして行きます。今回は、レーβーϙインターにؔする事ྫと、
ԣా制ݍ内でൃੜした A5C にؔするใࠂが行われました。

2.　管制塔見学

　セーフティーミーティングに参加していた制のご好意で制ౝの見ֶをさせていたͩきました。制ౝか
らは、もちろん空港全体が見せ、天気のྑい日にはࢁ࢜も見えるということでしたが、この日は、あいにく
の天ީでࢁ࢜は見えませんでした。ԣాج地पลには、ࣗӴୂの立ج地やೖ間ج地があり、空Ҭがࠞみ߹っ
ているので、ଆを中心とした運用を行っているそうです。

　レーβーϙインターにؔする事ྫにؔしては '#* のシミュレーションにͮج
き、フライト中にরࣹされるੑݥة、目へのӨڹ、ରॲ๏やレϙートํ๏やേ
ଇについてのઆ໌がありました。レーβーをরࣹされたࡍは、絶ରに直ࢹしな
いようにし、サンバイβーなどを使ってରॲするとともに、ثܭの໌るさを最
大にし、ثܭ飛行にめることがਪされます。またレーβーの৭は一ൠతに
赤・੨・がありますが、目へのӨڹ力が最も大きいのはです。A5C でレ
ϙートするࡍに、地やํ֯についてใࠂするのもॏ要ですが、”レーβーの৭”

というのが、൜人をಛఆする上でඇৗにॏ要との事でした。ถ国ではए者や子供たちがॏࡑ（ܐݻې・േ金）と
は知らͣに興味本Ґで飛行機にレーβーをরࣹする事ྫもใࠂされており、̛̗̞・'AA ではパイロットに
意ىשを行っています。
日本での事ྫもใࠂされていますが、今後ߋに૿加することも༧ଌされるので、ରࡦの必要ੑを感じました。
　A5C の事ྫにؔしては”6OVTVBM 3VOXBZ ODDVSSFODF”とし、パイ
ロットと制の間でਖ਼しい A5C 用ޠが使用されなかったがために意ૄࢥ
௨がਤれなかったというコミュχέーションΪャップの事ྫがใࠂされまし
た。ॏ要なのは૬ޓが 4UBOEBSE PISBTFPMPHZ を使うことにより、エラーを
ぐということです。'AA の制とのやりとりのような日ৗӳ会話を使う
と、日本の制にはཧղされないことがあるので、A*. などを参ߟにして
ਖ਼しい用ޠを使うよう心がけるようप知していました。
　ϝンバーはωイティブのํがほとんどのため、内༰は全てӳޠで行われたので、日本で܇࿅していたֶੜにと
ってはඇৗにྑいܹとなったようです。
また、間伐材を用いた JAPA オリジナルの『ECO グッズ』の布も行い、ج地の皆様に大ม好評でした。
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3.　横田フライトトレーニングセンター／AERO CLUB
　ԣాフライトトレーχングセンター 	'4CA
 では 'AA に४ڌして行われ、
教は日本人とアϝリカ人が々Ґになっています。トレーχングセンター内
には 3E%#*3% 社のモーション付の C172 の A5A5%（シミュレーター）
もあり、これからࣗ家用ライセンス（PP-）を取るํからطに飛ばれているํ
までの܇࿅に෯広く使用されています。また '4CA 内では、ֶ࠲やϏデオを用
いたセルフスタディをするスペースがあり、܇࿅ੜにとってはू中できるඇৗ
にྑいڥではないかというҹをडけました。日本の܇࿅ࢪઃというよりも、
ถج܉地内ͩけあってถ国の܇࿅ࢪઃというงғ気で、ྑいܹになりました。

4.　Lunch at Chili’s
　最後にアϝリカのクロスカルνャーを体験するҝ、ԣాج地内にあるレス
トラン CIJMJʟT でめのன৯を取りました。ごଘ知のํもいらっしゃるかとࢥ
いますが、CIJMJʟT はถ国では༗名なレストランで、197� 年にμラスでオー
プンしたϝキシコ෩アϝリカンレストランです。
　日本とݴえども、ج地内にあるため、ϋンバーΨーやϙテトがアϝリカン
サイズでඇৗに大きかったですし、ιフトドリンクもおかわりࣗ༝で完全に
アϝリカจԽでした。また会ܭシステϜも、日本円は使用出来るものの、お
つりがドルで支われたり、νップ制度もあったりと、アϝリカจԽを体験
するوॏな機会となりました。

中野さん　紹介コーナー
'AA ఆظ運ૹ用操縦࢜、'AA 教ҭূ໌อ持。ถ国で
年飛行教として飛んできましたが、帰国してからは
年飛行機からはԕ͟かっていました。ԣాエアロクラブ
で飛行教の話があったのは 2007 年の時で、主教
と面をし、すぐ࠾用になりました。それҎ߱はパート
タイϜで教として飛行しており、最ۙはエアロクラ
ブのϚωージϝントアシスタントしてもۈしており
ます。JAPA 会員の皆様、またԣాج地見ֶ等々におき
ましてはこれからも実ࢪしたいとߟえておりますので、
৭々と情ใަなどやっていければとࢥいます。

参加͞Εͨํͷײ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ会員ɹ٢Ӭߊߒ�

　ઌ日は、ԣాج地のࢪઃ見ֶをさせていたͩき、
にありがとうご͟いました。ถج܉地に行くこと
は、໓多にないことなので、大มوॏな経験になり
ました。最初は、ݫॏな৹ࠪ等で緊張していましたが、
ୈに本当にアϝリカにいるような感֮になってい࣍
き、Կよりもੜのӳޠをあれほどく聞くことが初
めてͩったので、それにはඇৗにྑいܹをडけま
した。ӳޠ力がまͩまͩະख़というのもあり、ӳޠ
を聞き取ることがやっとでした。話したくても話せ
ないというもどかしさが、楽しいهԱと共にって
しまいましたが、これを機に、さらにӳޠの勉強に
ਫ਼ਐするとともに、ӳޠをֶͿํ๏もগしมԽさせ
ていこうとࢥい、現ࢥࡏҊ中です。
　また、ԣాج地にいるํ々は、とても切でフレ
ンドリーな人が多く、おもてなしの心は日本ͩけで
はないのかなと感じました。今回の๚問を௨じ、ԣ
というよりも「̍つの大きな町」「地ج」地はجా
という感じで、৯や人々の気質も大きく、おお
らかな感じがしました。

Victor さん　紹介コーナー
�で、,C�13࢜ฌ܉ถ国空ݩ のブーϜオペレータをや
っていました。1997 年に操縦࢜教֨ࢿをとり、Յ手
ೲ空ج܉地でエアロクラブのϚωージャーを年、その
後ԣా空ج܉地でもエアロクラブのϚωージャーをして
おります。ԣాج地の C�172 は空܉のエアロクラブの
中でもトップクオリティで、つい最ۙさらに 5CA4 シ
ステϜを 4 機の C�172 に搭ࡌしました。もちろん、全
てグラスコクϐットになっています。最新機材を搭ࡌす
ることにより、より҆全な飛行ができるものとߟえてい
ます。

ճご協力͠てくださͬͨ皆༷にɺࠓにͳりま͕ͨ͠ɺޙ࠷
͜のΛ͓आり͠てྱޚਃ্͛͠ますɻ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢऔࡐ �ฤूɿ�౻Ҫɾࣰాʣ
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　ฏ成 26 年̕月 27 日（）、भ支部ではւ上ࣗӴୂޢӴ؋の見ֶ会を開催しました。
　当日はି切バス̎でത多Ӻを出ൃ、ௗӺ、ੈࠤอӺで各地の参加者と߹ྲྀし、総勢 �� 名でޢӴ؋がఀധ
中のถੈࠤ܉อج地へとかいました。ถج܉地のゲートでݫॏなセキュリティ・νェックをडけೖ場すると、
そこにっていたのはѴ日ضをை෩になびかせる全約 1�0 ϝートルの新ӶޢӴ؋「あきͮき」、ं内にが
上がります。

ʙւ্ࣗӴୂޢӴֶݟ؋会ʙɹɹभࢧ෦

　७白の制にをแΉ、たくさんの乗員のํ々に迎えていたͩき乗ધ、ռヘリコプターがൃணՄなヘ
リϙートを࢝め、高ੑ 20 ミリ機ؔ๒、ର空ʗରજミサイルਨ直ൃࣹ装ஔ等、؋内の主要装උについてઆ໌を
डけました。日本のฏをकるため、最ઌのٕज़が੯しみなくೖされた「あきͮき」に参加者は皆感୰する
とともに、時間がڐすݶりの様々な質問に、ͻとつͻとつஸೡに答えてくͩさった乗員のํ々に感ँ感ܹです。
　その後、ۙするւ上ࣗӴୂੈࠤอ史ྉؗへҠ動、چւ܉から現ࡏのւ上ࣗӴୂまでの歴史を௨じฏへのา
みをֶび、ੈࠤอを後にしました。

　भ支部では毎年̍回、支部主催のイϕントを開催しています。今回は会員がಉするํ々にも参加していた
ͩいたため、家࿈れやカップル、༑達ಉ࢜等、たくさんのํ々に参加いたͩきました。参加者からは「とても
楽しかった。」、「今までで一൪ྑかった。」、「また来年も開催してほしい。」等、好評をいたͩいています。
　もちろん来年も皆様に楽しんでいたͩけるイϕントを企画しますので、Ҋ内がಧきましたらੋඇご参加Լさい。
　भ支部委員一ಉ、皆様とお会いできる日を楽しみにしています。

JAPAレポート

http://www.japa-shibu.jp/kyusyu/
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　JAPA ԭೄ支部では、10 月 1� 日にࡢ年のී天間ج地見ֶにଓき、
。म見ֶを開催する事ができましたݚ地جのՅ手ೲྫ߃
当日は、෩一աの天にܙまれ、今年はバχラエアの初参加のํ
をؚめ 20 名Ҏ上の参加をいたͩきました。
　Յ手ೲج地はԭೄ本島のほ΅中ԝにҐஔし、総面ੵ 20LN� の広
大なෑ地に 12000GU の走࿏ 2 本を༗するݝ内最大の飛行場です。
　今年は、エアロクラブ、Յ手ೲ制ౝ、PA3 A43 レーμー制室、ディスパッνルーϜ、気༧ใ室などܭ
̔カॴを見ֶする事ができました。
　まͣエアロクラブのブリーフィングルーϜで、タϫーコントローラーのํからՅ手ೲج地の֓要についてӳޠ
でのઆ໌があり、エアロクラブのシミュレーターを見ֶ、ランプへҠ動し、実機も見ることができました。

　Յ手ೲج地は、ಹをൃணするศのオルタωート空港としてબఆされています。
また、アプローνコントロールは日本で行っているものの飛行ルートや制についてৗにج地ߤ空機との調が
必要なことから、タϫーやレーμー制室では、アプローνにؔする活ൃな質ٙԠ答が行われました。

　ଞの空港と違ったは、ԭೄはํ࢛をւにғまれており、
Ԙが多く、Յ手ೲج地もྫ外ではなくରࡦとしてߤ空機の
シャϫー、ウΥッシュラックがઃஔされていました。当日も
'1� がエンジンをかけたままそこを௨աしており、間ۙで見
るとかなりの迫力でした。エアロクラブでもこのԘରࡦに
最も気を使っているとのことでした。

　毎年の楽しみでもあるおனは、ج地内にあるショッϐング
モールのカフェテリアにてアϝリカンフードの৯事を楽しΉ
ことができました。
　今回もྫ年ಉ様、知ࣝを高め、ج地のํ々のަྲྀをਂめることができ、༗意義な時間をաごすことができました。
来年もߋにॆ実した見ֶ会を開催したいとࢥいます。

http://www.japa-shibu.jp/okinawa/qhm/index.php?FrontPage
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　天にも抜けるような澄み切った碧空の下、フライトテスト委員は操縦桿から離れ電子航法研究所を研修
してきましたので報告致します。
　電子航法研究所については御存知の方も多いと思いますが、航空交通管理と航空交通システム（通信、
航法、監視技術等）に関する我が国唯一の研究機関として航空の安全性、効率性の向上及び地球環境の保
全などを可能にする技術の研究開発に取り組んでいる場所です。
　互いに一番身近であるものの、一番接触がないことから今回研修することとしました。

ʙిߤࢠ๏ڀݚॴݚमʙɹɹɹɹɹϑϥΠτςετҕһ会

　最後に、今後将来に渡って様々な飛行方式が表舞台に現れてくることになると予想されますが、この裏
側で今回研修した電子航法研究所の様々な分野でこの基礎研究が行われていることを思い出して下さい。
新しい研究は同研究所ホームページ (http://www.enri.go.jp/) で紹介されているので是非ご覧ください。

日 時：2014 年 10 月 17 日　13：00 ～ 16：10
場 所：独立行政法人　電子航法研究所
　　　 東京都調布市深大寺東町
参加者：フライトテスト委員会 14 名
時程及び内容：
13:00 理事長へ表敬（委員長及び事務局） 
13:10 【講演】機上監視とその応用について

（監視通信領域　小瀬木領域長）
パイロットに他航空機の監視情報等を提供するシ
ステム構築に関する研究を講演頂いた。技術の発
展により、ひと昔に較べて地上、機上共に多彩な
情報が得られるようになったが運用についてはま
だ途上である。今後更なる技術の発達予測と運用
面についての世界的な標準化の動向及びその課題
についても説明して頂いた。

14:10 【研究紹介】トラジェクトリ評価システム
（航空交通管理領域　瀬之口主任）
将来の航空交通システムに関する長期ビジョン
(CARATS) において考えられている航空機の軌道
ベース運用の概要説明及びトラジェクトリ評価シ
ステムのデモを映像交えて説明して頂いた。

14:35 【施設見学】電波無響室

室内は 32m × 7m × 5m の規模でその長さには
驚きました。この日試験はありませんでしたが、
日々様々な試験が行われているようでした。

14:55 【施設見学】SSR モード S レーダー

モードＳレーダーを研究、開発している施設で外
観より見学しました。

15:10 【講演】試験飛行への取組み
（フライトテスト委員会　委員長）
これ以降、山本理事長以下２０名弱の研究員等に
参加して頂き、フライトテスト委員会の紹介及び
試験飛行の取組み又それに係るエピソード等を紹
介しました。

15:25 【意見交換】フリーディスカッション
パイロットと研究者の闊達な意見が交わされまし
た。日頃、互いに疑問に思っていることを自由な
質問形式で行われました。

16:10  終了       

http://www.japa.or.jp/japa_com/ft/index.html
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2010 年度まで「空の日実行委員会」主催のスカイレジャージャパンが 20 年の歴史
に幕を閉じたため、私たち JAPA では、新しい企画「スカイ・スクエア」を立ち上
げ今年で 3 年目を迎えました。

本年は福島空港・調布飛行場・高知空港で開催された、空の日事業に参画、多くの来
場者の皆様に JAPA ならではの活動に参加して頂きました。
今回はその中からいくつかご紹介させて頂きます。

　パイロット・CA のお話を聞いている時の子供たちの真剣な眼差しやキラキラした
表情、また飛行機を作る時の楽しそうな笑顔を拝見し、それを伝える面白さ・難しさ
等々スタッフも毎回勉強させて頂いております！

フライングモデルプレーン工作教室を行い、約 700 名の子供達が工作教室に参加し
ました。
細かい部品を取り外し、翼と胴体を取り付けます。意外と難しく、子供たちはいつ
も真剣そのものです。完成したらシールやペンで装飾をし、オリジナルの飛行機が
出来上がります！完成した飛行機を飛ばす子供たちの目はキラキラと輝いています。
最後は、壊れないようバラして持ち帰ります。補強シールはお家で貼って、野外な
ど広いスペースで飛ばしてね～

★飛行機 工作教室

現役パイロットと CA によるトークショーは、午前・午後共に 100 名を超える大勢の
子供たちが、クイズに答えたり、質問したりと目を輝かせながら話を聞いてくれました。
トークショーのあとはお楽しみ「じゃんけん大会」を開催！
みんなのお目当てである“リアルサウンドジェット”を賭けての真剣勝負！

（運悪く負けちゃった子供達にも参加賞を用意しています）

★パイロット・CAのトークショー＆じゃんけん大会

大画面・大迫力で、実機さながらの臨場感が味わえる
シミュレーター体験搭乗を行いました。参加した子供たちも真剣
そのもので、初めて操縦するヘリコプターに苦戦しながらも、目
を輝かせながら楽しそうに搭乗していました。
当日は体験搭乗希望者の列が絶えないほどの大盛況でした。

★ヘリコプター シミュレーター体験

操縦桿を握ってラジコン飛行機を真っ直ぐ走らせ、上手くゴール出来た人は景品をゲッ
ト！大きな舵を取るとその分、操縦が難しくなり、実機さながらの緊張感とセンシティ
ブな操縦が必要です。
子供たちも夢中になるのはもちろん、一緒にいるお父さん・お母さんまで熱くなってし
まう場面もあり、ちびっこから大人まで大人気でした。

2015 年度も空港祭りに参加させて頂きますので会員の皆さんも是非ご協力ください！

★ラジコンゲーム

国内間伐材を使用、南三陸町にて制作・加工した、JAPA オリジナル「ECO グッズ」を販
売致しました。
各商品共に天然木を使用しており、木のぬくもりで癒し効果間違いなし！多くのお客様から
ご好評を頂きました。
※ 募金活動では、『2014 福島空港「空の日」フェスティバル』にて、参加して頂いた皆様から寄せられた
募金の総額は 8,679 円となりました。お預かりした募金は、経費を一切差し引くことなく、東日本大震災
の被災地復興支援に役立てさせて頂くため、「日本赤十字社・東日本大震災義援金」へ全額寄付させて頂き
ました（2014 年 11 月 10 日振込）
皆様の温かいご支援、ご協力に心より御礼申し上げます。

★ ECOグッズ販売・募金活動

http://www.japa.or.jp/learning/ss.html
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JAPA 航空　　　  川柳コンテストJAPA 航空　　　  川柳コンテストECO

いただいた全181作品の中から「航空ECO川柳品評会」で厳正に選評した結果、最優秀賞1作、優秀賞4作、ECO賞6作、
JAPA賞7作を決定させて頂きましたので、発表させて頂きます。

東映時代劇女優として舞台・
テレビに出演。結婚を機に女
優を引退し、日本舞踊家とし
て海外で文化交流で舞台に
立つ他映画・テレビ・舞台で
振付・指導。脚本・演出家と
して舞台制作。専門学校・芸
能プロダクションで俳優声優
の後進の育成にあたっている。

日本舞踊家・脚本演出家
氏 ࢠஐࠤ ଜࢁ

神主の家系を離れ昭和63年
得度し平成4年に僧侶位階
の権大僧都に。50歳の時、
四国88か所を歩いて遍路
し、57歳から芝居に関わり
愛川欽也さんとの縁により
愛川さん制作の映画・舞台・
ドラマをはじめ多数舞台・
ドラマに出演。

真言宗覚母院住職
ຊ फಞ 氏ڮ

42年間、日本航空のパイ
ロットとして世界の空を飛
び続け、現在は危機管理・
リスク マネジメントの講師
として日本中を飛び回って
いるとともに航空評論家、
危機管理講師としても活動
している。航空評論家・危機管理講師

খྛ ೭ 氏

日本唯一の旅客機専門誌（毎
月30日発売）。機体だけでな
く、空港やサービス、その
他業界全般について、民間
航空の話題を広く取り扱っ
ている。航空業界の様々な
記事を取材されてる月刊エ
アライン編集部より、満を
持しての参加です。

月刊 エアライン 編集者
氏 ྄ ాࢁ

商社に勤めながら1996年文学座研究所
のオーディションを受け合格、5年間の
厳しい研修後正式な座員となる。アカ
デミー賞を受賞した「千と千尋の神隠
し」に声優として参加、NHK大河ドラ
マ「葵 徳川三代」にも出演した。所属
する文学座では最年少で演技部長とな
るなど抜群のコミュニケーション能力
とリーダーシップを発揮している。

文学座俳優
ࠀ ݪ 氏

当協会ホームページ上で募集させていただきました『航空ECO川柳コンテスト』ですが、昨年11月末をもって川柳の
応募を締め切らせて頂きました。皆様から多数の作品をご応募頂き、誠にありがとうございました。
2014年12月8日、操縦士協会会議室で「航空ECO川柳選評会」を開催しました。航空業界からだけではなく、普段様々

な分野でご活躍の5名の方々に選者として参加して頂きました。
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惜しくも選評から漏れてしまった方の作品も、どれも素晴らしい作品ばかりでした。なお優秀作品に関しましては
2016年版のＰＩＬＯＴ手帳に掲載させていただきます。
次回の『航空ECO川柳コンテスト』でも、皆様のたくさんのご応募お待ちしております。

●循環が 地球のエコの 第一歩（ゆうゆう）
昔の様に作った物を土とか資源に返せたら一方通行に
成らずクリーンな地球に一歩近づけます。

●搭載品 燃費気遣い ダイエット（空弁の早弁）
エコとは言っても、航空機は「安全」が基本になりま
すが、この基本があまりにも重要すぎるので…と思っ
ていましたが、計量化を始めとする努力にはびっくり
しています。

●気流読み 最短ルート エコ飛行（茶々丸）
地球全部の気流情報がある現在はエコに役立ちますね。

●風をきる エコなる翼 羽ばたかせ（むこう）
（解説なし）

●Ｒ-ＮＡＶ 近道出来て とてもエコ（マーク）
日本でも早くＬＰＶなど整えばエコになりますね。

●飛行機も バイオ燃料 がんばって（やちん）
バイオ燃料の開発中のようですが、一日でも早く実現
されることを願っています。究極のエコです。

●満天の 星に煌めく ＬＥＤ（とうちゃん）
省エネの街の灯りが満天の星空に輝いて見えます。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
賞

●澄みきった 空がステージ 夢飛行（カジ）
澄んだ空を舞台に活躍する人たちへの応援歌です。

●空の色 「青い」と孫にも 言わせたい（イズノクニ）
澄み切った青い空を大気汚染から守り、子や孫の代に
伝えていくのは、私たちの使命であるという思いを込
めました。 

●飛行機で 時間とカネの エコライフ（クジラ）
飛行機で時間もお金も大事にします。

●まだ取れぬ 妻の操縦 ライセンス（大凡人）
飛行機の操縦よりも難しいのが妻を操縦することなの
です。 

●エコな旅 地球を守る アプローチ（翔んだワニ）
余計なものを機内に持ち込まず重量を軽くし、無理な
加速もせずに燃費を良くし、CO2削減に貢献すること
は、地球を守ることになると思います。

●駐機中 日よけ下ろして クールダウン（江戸川散歩）
駐機中に窓の日よけを下ろして機内の温度を下げる取
り組み。搭乗客も協力して実践できるエコ活動ですね。

Ｅ
Ｃ
Ｏ
賞
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朝日航洋株式会社、株式会社スターフライヤー（五十音順）各社より、読者の皆様へ
ご提供頂きました。応募方法は E メールのみとさせていただきます。
japa@japa.or.jp 宛に「氏名」「会員番号（一般の方は住所）」「TEL」を明記の上、
お申込みください。（締切 2 月 20 日受付分）
尚、当選の結果発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
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ձһݶఆ WEB ϖʔδ � �͝Ҋ
JAPA では会һのօ༷ಛయのͻとͭとして会һݶఆ 8&# ϖーδをެ開しております。֤छサーϏεは
Լهの௨りです。

ʻ会һݶఆ 8&# ϖーδ֤छサーϏεʼ
˕Φンϥインで会һใม更ʢॅॴなͲʣٴͼ֤छखଓ͖
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JAPA では֤ॻ੶や͝Ҋをϝールศ
にておಧけさせていており、༣ศہの
సૹಧけがөされません。
ͦのたΊ、ॅॴม更のࡍは会һϖーδより
やかに͝ొくださいますよう、͝ྗڠ
をおئいகします。

お問合せは、ެӹ社ஂ๏ਓ 本ߤ空機ૢ
ॎڠ࢜会ࣄہ まで 会員様
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飛 行 訓 練 装 置「FTD」 を 米 国 「Precision Flight 
Controls 社製 Modular Flight Deck」に更新。
より質の高い訓練の提供が可能です。

JAPA では体験搭乗も承っております。
飛行機や空に興味がある方は是非、お問い合わせください。

ＪＡＰＡでは、一般とキッズ向けにシミュレーターの体験をしていただく機会を設けております。
「PILOT 体験教室」は一般枠とキッズ枠を設けておりましたが、両枠共に大好評で募集を開始するとすぐに予約が埋まって
しまいます。

詳しくはWEBへ
www.japa.or.jp

■　■　■　 　PILOT 体験教室　 　■　■　■　

体験者コメント

保護者様より
日頃から飛行機が身近な環境で自然と飛行機が好きになった息
子でした。将来は飛行機の仕事をしたいと漠然とした夢のよう
でしたが、今回の経験を通してパイロットになりたいんだとは
っきりとした目標になったようです。それは何よりも本物のパ
イロットの方に本物のシミュレーターで、リアルな体験をさせ
ていただけたからだと思っております。子どもにとって将来の
夢を見つける大切な時期にこのような貴重な体験をさせていた
だけたことに感謝しております。

こうせい君
（小１・東京都）

楽しかったしリアルだったの
で、パイロットになりたくな
りました。

保護者様より
リアルなシミュレーターを触らせてもらって子供はすごく感動
していました。良い時間、経験をさせていただいて、これがき
っかけで、ますます PILOT への夢も膨らんだと思います。
私がまだ若ければ…自分がなりたいです！親子で楽しい時間を
過ごさせていただきました。また、参加させていただきます。
ありがとうございました。

リアルで本物の飛行機みたいで
した。パイロットになりたいと
感じました。もう一回やってみ
たいです！

ゆうせい君
（小 4・東京都）

保護者様より
今回が初めてではなかったのですが、体験搭乗をやらせていた
だく度に、空や飛行機の操縦、海外の国々への関心が高まって
いるように思います。今度はあの国へ行ってみたいな、などと
申しており、毎回楽しみにしております。教えてくださる教官
も本当に優しく接してくださり、ありがたく思っております。
ありがとうございました。

こうき君
（小 2・東京都）

サンタ村に行けてうれしかった
です。サンタさんに会えたらも
っとうれしかったです。

※「PILOT 体験教室」のコメント、写真に関しましては、ご本人様ならびに保護者様の同意を得て掲載させていただいております。

職業紹介や搭乗前のブリーフィング中も、皆さん真剣な眼差しで熱心に聞いてくれています。

初めての体験搭乗は実機さながらの
臨場感で皆さん大興奮の様子です。

体験搭乗後、飛行機工作とJAPAオリジナル FLIGHT LOGBOOKを贈呈しました。

次回以降の「PILOT 体験教室」の案内は、
操縦士協会 公式ホームページや Facebook で
ご案内致します！

http://www.japa.or.jp/simulator/MFD.html
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